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統廃合～ 黒羽・川西地区小学校

長
い
間
、
あ
り
が
と
う
。

ず
っ
と
ず
っ
と
忘
れ
な
い
よ
。



黒
羽
・
川
西
地
区
小
学
校
統
廃
合

愛
さ
れ
続
け
た
学
校
の
閉
校
、
そ
し
て
統
合
。

そ
こ
に
直
面
し
た
生
徒
た
ち
の
気
持
ち
を
聞
き
ま
し
た
。

閉
校
、
統
合
、
そ
し
て

　

平
成
25
年
３
月
、
黒
羽
地
区
の
小
学
校
の
統
廃
合
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　

歴
史
と
伝
統
に
包
ま
れ
た
各
小
学
校
は
、
児
童
や
地
域
の
人
々
に

惜
し
ま
れ
な
が
ら
も
閉
校
と
な
り
ま
し
た
。

　

黒
羽
小
学
校
と
片
田
小
学
校
が
統
合
し
て
新
し
い
黒
羽
小
学
校
に
。

川
西
小
学
校
と
蜂
巣
小
学
校
、
寒
井
小
学
校
が
統
合
し
て
新
し
い
川

西
小
学
校
と
な
っ
て
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

今
回
、
閉
校
と
な
っ
た
片
田
小
学
校
、
蜂
巣
小
学
校
、
寒
井
小
学

校
か
ら
は
、
最
後
の
卒
業
生
。
同
じ
く
閉
校
と
な
っ
た
旧
黒
羽
小
学

校
と
旧
川
西
小
学
校
か
ら
は
、
新
し
い
黒
羽
小
学
校
と
川
西
小
学
校

の
６
年
生
か
ら
話
を
聞
き
ま
し
た
。

黒羽中学校１年４組
吉成 美樹 さん

　片田小学校は自然にあふれてい
て、地元からとても愛されている学
校です。
　私は片田小学校が無くなってし
まってとても寂しいですが、そんな、
たくさんの人から愛されている大好
きな片田小学校で卒業ができて、と
てもよかったと思っています。
　片田小学校には、「夕日が丘」と
いう丘があります。私はそこから見
えるとてもきれいな夕日が大好き
で、みんなで一緒に夕日を見たり、
時には一人で見に行ったりしていま
した。夕日が丘で友達と楽しく遊ん
だ思い出は今でも強く鮮明に残って
いて、私にとって特別な思い出の場
所です。

　夕日が丘は地元の方からもとても
愛されていて、地域の人たちと片田
小学校の児童が協力して作詞・作曲
をし、「夕日が丘音頭」を作ってしま
うくらいです。夕日が丘、そして片
田小学校はみんなが大好きでした。
　私は、片田小学校を卒業すること
は、もちろん寂しかったです。でも、
それよりも片田小学校で最後の卒業
生ということの方が寂しくて、卒業
式の日は泣いてしまいました。きっ
と、ただ卒業するだけでは泣かなかっ
たと思います。
　これからも片田小学校に会いに
行ったり、友達を連れて遊びに行っ
たりして、そのたびに「ありがとう。」
と声をかけてあげたいと思います。

地域から愛される夕日が丘が自慢の学校

片田小学校出身

2013.６ 4



蜂巣小学校出身

　蜂巣小学校は私にとって歴史の教
科書みたいです。蜂巣小学校の廊下
には、写真が撮れるようになった時
代から今までの、全校生徒の写真が
貼ってあり、いつ見ても感動で言葉
になりません。
　また、蜂巣小学校は、そんな昔か
らある古い校舎を使っているため痛
んでいて、冬は隙間風とかが入って
きて少し寒いです。それでも木のぬ
くもりがあって、なんとなく暖かい。
そんな昔ながらの素敵な校舎の学校
です。
　蜂巣小学校の自慢は全校児童がと
ても仲良しで、１年生から６年生ま
で、全員が一輪車に乗ることができ
ます。上級生が下級生に根気強く教

えます。
　もちろん、先生との仲も最高で、
練習で一度も成功しなかった一輪車
の大技が本番の運動会で成功した時
は、先生たちも感動のあまり泣いて
しまい、私たちと一緒になって喜ん
でくれました。
　しかし、私たちは、そんな大好き
な蜂巣小学校に、高校受験の合格な
ど、これから起こるたくさんの嬉し
い出来事を報告するために、蜂巣小
学校に戻ってくることができません。
　そんな悲しい気持ちはありますが、
私は、私を含めとても長い間、多く
の児童を見守ってきた、この温かい
蜂巣小学校に「ありがとう。」と感謝
の気持ちを伝えたいです。

寒井小学校出身

　僕は寒井小学校を卒業する時、も
う少しで閉校してしまうことを想
い、寂しく思いましたが、138 年間
続いた寒井小学校の最後の卒業生で
あったことを誇りに思っています。
　寒井小学校はとても明るく、全学
年が楽しんで生活していた学校で
す。１年生から６年生までいる清掃
班で、毎週昼休みに遊ぶのがとても
楽しみでした。また、「あいさつが
日本一できる学校にしよう。」とい
う目標をたてて、あいさつを頑張っ
ていたので、地域の方や、学校の先
生に元気にあいさつして、いつも明
るい空気のある学校でした。
　寒井小学校は、いままでたくさん
の思い出、友達を作ってくれたり、

勉強やいろいろなことを教えてくれ
たりしました。なので、僕は寒井小
学校に、お母さんのような温かさを
感じながら生活していました。
　そんな大切な寒井小学校が閉校に
なってしまうと聞いて、僕はとても
悲しくなりました。そのため、勉強
や運動もがんばりましたが、それか
らは、寒井小学校を今までよりきれ
いな状態で終わらせてあげたいと思
い、特に清掃活動を頑張りました。
　もし、もう一度寒井小学校に戻っ
て生活できるのなら、学校に敬意を
もって生活をしたいです。138年間、
在学した児童みんなに勉強を教えて
くれて、ありがとう。

寒井小学校を卒業できたことが誇りです

木のぬくもりに包まれてた蜂巣小学校

黒羽中学校１年１組
田代 涼一 さん

黒羽中学校１年４組
松本 悠加 さん
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旧 ･黒羽小学校出身

　黒羽小学校と片田小学校の統合の
話を聞いた時、実はあまり統合した
くありませんでした。できれば、こ
のまま今までどおりに生活していた
かったと思っていました。
　しかし、最初は嫌だった統合も、
片田小学校のみんなと一緒に授業を
したり遊んだりして交流しているう
ちに、「統合するのもいいな。」と思
えてきました。
　今ではみんながすごく仲良しで、
統合前に考えていたのよりも、ずっ
とずっと仲良しになることができた
ので、統合してよかったと思ってい
ます。
　そして、黒羽小学校と片田小学校
の児童が、お互いに自分たちの学校
の素晴らしいところや校訓などを教

え合って、分かり合って、お互いに
高め合っていけたらと思っています。
　長い歴史が始まる黒羽小学校の最
初の最上級生として、これからもずっ
と黒羽小学校をいい学校にしていき
たいので、後輩にあいさつや学校の
ルール、掃除の方法などをたくさん
教えていきたいです。そのことに対
して、プレッシャーを感じています
が、今はそれ以上にとても楽しみで
す。
　それと、せっかく新しい仲間がで
きたのに、私たち６年生に残された
黒羽小学校での生活は短いので、も
うすでに十分なくらい仲は良いけれ
ど、もっとたくさん話をして、今ま
で以上に仲良くなりたいです。

新しい友達ができた。統合してよかった。

黒羽小学校６年
面川  結衣 さん

①②③

黒
羽
・
川
西
地
区
小
学
校
紹
介

歴
史
に
幕
を
閉
じ
た
小
学
校

《
片
田
小
学
校
》

○
創
立　

明
治
７
年
10
月
、北
滝
、片
田
、亀
久
、

矢
倉
の
４
村
で
、
片
田
の
金
秀
寺
を
仮
校
舎

に
、
万
年
舎
と
称
し
開
校

○
校
訓　

正
し
く　

つ
よ
く　

ほ
が
ら
か
に

○
総
卒
業
生　

１
８
９
２
人

《
川
西
小
学
校
》

○
創
立　

明
治
７
年
５
月
に
常
念
寺
本
堂
を
仮

校
舎
に
、
開
達
校
と
称
し
開
校

○
校
訓　
「
開
達
の
心
」
心
を
開
き　

目
を
開

き　

知
徳
を
磨
き　

心
身
を
鍛
え　

各
々
そ

の
志
を
尊
重
す
る

○
総
卒
業
生　

６
８
５
０
人

か
い
た
つ

《
黒
羽
小
学
校
》

○
創
立　

明
治
７
年
７
月
23
日
、
大
関
私　
　

学
作
新
館
と
し
て
前
田
の
地
に
開
校

○
校
訓　
「
学
ぶ
に
如
か
ず
」
学
校
で
学
び　

家
庭
で
学
び　

地
域
で
学
ぶ

○
総
卒
業
生　

４
９
７
２
人

し

さ
く
し
ん
か
ん

ま
ん
ね
ん
し
ゃ

じ
ょ
う
ね
ん 

じ
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《
寒
井
小
学
校
》

○
創
立　

明
治
７
年
５
月
10
日
、
川
西
町
與
楽

寺
を
仮
校
舎
に
誠
明
舎
と
称
し
て
開
校

○
教
育
目
標　

元
気
で
が
ん
ば
る
子　

進
ん
で

学
ぶ
子　

明
る
く
思
い
や
り
の
あ
る
子

○
総
卒
業
生　

１
６
５
０
人

旧 ･川西小学校出身

　　川西小学校は、蜂巣小学校と寒
井小学校の３校と統合するため、
いったん閉校となりました。寂し
かったけれど、ほかの学校の友達が
来ることがとても楽しみでした。
　ほかの学校と部活動を秋ぐらいか
らやっていて、いろいろな話を聞い
ていたので、仲間が増えることが未
知の世界というような感じではな
かったし、それよりも、その仲間が
川西小学校に来ることを待ち望んで
いたので、「やっと一緒になれた！」
というような気持ちでした。
　でも、まだまだほかの地域は行っ
たことが少なく、分からないことば
かりです。なので、児童全員で蜂巣
や寒井、そして川西の地域を歩いて
散策し、その地域の特色をたくさん

見つけたいと思っています。
　統合した新しい川西小学校は、元
気なあいさつのできる学校です。１
年生があいさつできない時などは教
えてあげます。今年が川西小学校最
初のスタートなので、自分たちが積
み上げていったものが後々まで受け
継がれていくことと思います。僕た
ちがいろいろなことを下級生に教え
てあげれば、その子が上級生になっ
たときに下級生に教えてあげること
ができるようになると思います。
　スタートがしっかりしていると、
この後もすごく良くなると思うので、
何十年、何百年も自分が教えたこと
が、ずっと受け継がれていかれるよ
うに頑張りたいです。

新しい川西小学校、なにごともスタートが重要

川西小学校６年２組
副島 湧介さん

①黒羽小学校／②片田小学校／③川西小学校／④蜂巣小学校／⑤寒井小学校

④⑤

【
黒
羽
小
学
校
】

【
川
西
小
学
校
】

新
し
く
統
合
し
た
小
学
校

《
蜂
巣
小
学
校
》

○
創
立　

明
治
８
年
９
月
開
達
学
校
の
分
校
と

し
て
創
立
し
、
蔵
針
舎
と
称
し
開
校

○
教
育
目
標　

は
つ
ら
つ
と
し
て
明
る
い
子　

ち
か
ら
い
っ
ぱ
い
が
ん
ば
る
子　

す
な
お
で

思
い
や
り
の
あ
る
子

○
総
卒
業
生　

２
０
８
０
人

○
在
校
児
童
数　

１
８
０
人

○
校
訓　
「
学
ぶ
に
如
か
ず
」
学
校
で
学
び　

家
庭
で
学
び　

地
域
で
学
ぶ　

○
在
校
児
童
数　

２
２
９
人

○
校
訓　
「
輝
く
命　

進
取
の
心
」

し

ぞ
う 

し
ん 

し
ゃ

よ   

ら
く

じ
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大
田
原
地
区

自
治
会
名
　
　
　
氏
　
名

大
久
保
町　
　
　

福
島　

初
夫

寺
町　
　
　
　
　

田
代　

一
夫

上
町　
　
　
　
　

室
井　

光
昭

荒
町　
　
　
　
　

車
田　

正
信

仲
町　
　
　
　
　

小
倉　

正
敏

下
町　
　
　
　
　

本
堂　

敏
雄

大
手　
　
　
　
　

福
田　
　

敬

栄
町　
　
　
　
　

前
島　

恒
夫

清
水
町　
　
　
　

守
山　
　

格

元
町　
　
　
　
　

後
藤　
　

仁

七
軒
町　
　
　
　

三
浦　

庄
榮

旭
町　
　
　
　
　

新
垣　
　

稔

新
屋
敷　
　
　
　

松
本　

伸
孝

新
道　
　
　
　
　

堀
江　

邦
基

川
下
刈
切
平
林　

小
池　

清
一

小
泉　
　
　
　
　

印
東　

俊
一

浅
野　
　
　
　
　

山
本　

弘
明

神
明
町　
　
　
　

藤
田　

三
夫

西
原　
　
　
　
　

鈴
木　

多
喜

原
町　
　
　
　
　

田
代　

敏
男

深
川　
　
　
　
　

村
山
耕
太
郎

成
田
町　
　
　
　

渋
谷　

仁
一

沼
の
袋　
　
　
　

細
小
路　

宏

紫
塚　
　
　
　
　

生
田
目
淳
一

富
士
見
ハ
イ
ツ　

村
上　
　

命

経
塚　
　
　
　
　

齋
藤　

利
和

赤
堀
西　
　
　
　

室
井　

敏
雄

富
士
見　
　
　
　

平
井　

邦
夫

富
士
山
下　
　
　

竹
村　

富
一

赤
堀
東　
　
　
　

田
中　

光
夫

若
草　
　
　
　
　

村
田　

幹
雄

若
葉　
　
　
　
　

矢
吹　

久
美

加
治
屋　
　
　
　

木
下　

正
治

実
取
団
地　
　
　

青
木　

義
晃

大
和
久　
　
　
　

磯　
　

幸
雄

雇
用
促
進
住
宅　

稲
田　

敏
人

紫
塚
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

　
　
　
　
　
　
　

渡
邉　

好
已

富
士
見
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

　
　
　
　
　
　
　

関
谷　

芳
宏

新
富
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

　
　
　
　
　
　
　

薄
井　

次
夫

富
士
見
中
央　
　

栗
林　
　

昇

川
下
刈
切　
　
　

小
口
孝
太
郎

金
田
地
区

自
治
会
名　
　
　

氏　

名

中
田
原　
　
　
　

阿
久
津　

薫

河
原　
　
　
　
　

小
松　

英
昭

上
深
田　
　
　
　

渡
邉　

勝
美

町
島　
　
　
　
　

渡
邊　
　

勝

荒
井　
　
　
　
　

齋
藤　

史
人

岡　
　
　
　
　
　

相
田　

隆
富

今
泉　
　
　
　
　

角
田　

勝
則

戸
野
内　
　
　
　

礒　
　

率
道

富
池　
　
　
　
　

相
馬　
　

平

市
野
沢　
　
　
　

大
嶋　

正
文

練
貫　
　
　
　
　

後
藤　
　

勝

羽
田　
　
　
　
　

金
指　

孝
一

乙
連
沢　
　
　
　

白
井　

勝
美

小
滝　
　
　
　
　

小
山
田
勝
榮

練
貫
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

　
　
　
　
　
　
　

小
田
倉
明
夫

小
滝
苑　
　
　
　

阿
久
津　

茂

明
宿　
　
　
　
　

薄
井
健
次
郎

荒
屋
敷　
　
　
　

瀨
尾　

敏
春

北
金
丸　
　
　
　

戸
村　

一
之

南
金
丸　
　
　
　

室
井　

祐
之

南
金
丸
南
部　
　

藤
田　

喜
六

上
奥
沢　
　
　
　
阿
久
津
大
次
郎

奥
沢　
　
　
　
　

小
山
田
哲
夫

鹿
畑　
　
　
　
　

永
山　

二
一

倉
骨　
　
　
　
　

花
塚　

堯
史

赤
瀬
北
大
和
久　

櫻
岡　

武
雄

親
園
地
区

自
治
会
名　
　
　

氏　

名

親
園
北
区　
　
　

赤
羽　

尚
夫

親
園
南
区　
　
　

磯　
　

尚
吾

実
取　
　
　
　
　

森　
　

英
博

滝
沢　
　
　
　
　

髙
橋　
　

一

滝
岡　
　
　
　
　

村
上　

辰
藏

花
園　
　
　
　
　

福
原　

春
雄

宇
田
川　
　
　
　

藤
田　
　

進

荻
野
目　
　
　
　

八
木
澤
俊
夫

宇
田
川
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

　
　
　
　
　
　
　

渡
邉　

武
雄

野
崎
地
区

自
治
会
名　
　
　

氏　

名

上
石
上　
　
　
　

唐
橋　

和
男

下
石
上　
　
　
　

長
嶋　

峰
雄

野
崎　
　
　
　
　

高
瀬　

勝
雄

野
崎
東
町　
　
　

橋
本　

光
男

上
薄
葉　
　
　
　

佐
々
木
博
之

薄
葉
団
地　
　
　

礒　
　

正
一

薄
葉
第
２
団
地　

筒
井　

雅
治

中
薄
葉　
　
　
　

松
本　
　

明

平
沢　
　
　
　
　

金
沢　

亮
一

薄
葉
第
３
団
地　

茂
木　
　

豊

野
崎
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川
重
信

佐
久
山
地
区

自
治
会
名　
　
　

氏　

名

岩
井
町　
　
　
　

山
田　

隆
史

桜
町　
　
　
　
　

小
谷　

篤
寛

上
町　
　
　
　
　

森
下　

親
雄

仲
町　
　
　
　
　

渡
邊　

雅
典

下
町　
　
　
　
　

田
中　

正
行

荒
町　
　
　
　
　

金
山　

仁
志

新
町　
　
　
　
　

髙
瀨　

利
明

松
原　
　
　
　
　

滝
田　

勝
広

大
沢　
　
　
　
　

小
泉　

敏
章

平
山　
　
　
　
　

石
﨑　

正
實

佐
久
山
南
部　
　

石
﨑　

謙
二

藤
沢　
　
　
　
　

山
口　

典
男

琵
琶
池　
　
　
　

加
藤　
　

忠

大
神　
　
　
　
　

揚
石　

忠
男

大
神
南
部　
　
　

石
﨑　

昭
二

福
原　
　
　
　
　

小
河
原
貞
一

福
原
南
部　
　
　

伊
藤　

健
次

湯
津
上
地
区

自
治
会
名　
　
　

氏　

名

狭
原　
　
　
　
　

遠
藤　

次
男

　

自
治
会
長（
区
長
）さ
ん
は
、
市
民
と
市
を
結
ぶ

市
政
事
務
嘱
託
員
と
し
て
広
報
や
議
会
だ
よ
り
の

配
布
、
地
域
の
問
題
解
決
な
ど
に
活
躍
し
て
い
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
も
自
治
会
に
加
入
し
、
住
み

よ
い
地
域
づ
く
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

平
成
25
年
度

自
治
会
長
の
皆
さ
ん
で
す

小
船
渡　
　
　
　

野
田　
　

清

湯
津
上（
上
）　   

深
澤　

惣
吾

湯
津
上（
下
）       

清
水　
　

稔

佐
良
土（
二
輪
〜
銀
内
）

　
　
　
　
　
　
　

生
田
目　

隆

佐
良
土（
仲
宿
〜
田
宿
）

　
　
　
　
　
　
　

郡
司　

武
男

佐
良
土
西　
　
　

金
森　
　

弘

蛭
畑　
　
　
　
　

稲
村　

隆
夫

蛭
田　
　
　
　
　

深
澤　
　

貢

品
川　
　
　
　
　

越
沼　

憲
雄

新
宿　
　
　
　
　

坂
主　
　

貢

片
府
田　
　
　
　

鈴
木　

作
三

中
の
原　
　
　
　

小
藤　

圭
助

黒
羽
地
区

自
治
会
名　
　
　

氏　

名

田
町　
　
　
　
　

三
森　

正
明

前
田
１
区　
　
　

菊
池　
　

茂

前
田
２
区　
　
　

坂
本　
　

暸

前
田
３
区　
　
　

佐
藤　

富
夫

堀
之
内　
　
　
　

小
室　

正
臣

北
区　
　
　
　
　

井
上　
　

洋

南
区
東　
　
　
　

佐
藤　

善
一

南
区
西　
　
　
　

佐
藤　

重
雄

八
塩　
　
　
　
　

丸
山　

一
雄

北
滝　
　
　
　
　

齋
藤　

早
苗

片
田　
　
　
　
　

田
代　
　

保

亀
久　
　
　
　
　

鈴
木　

一
芳

矢
倉　
　
　
　
　

佐
藤　
　

勝

川
西
地
区

自
治
会
名　
　
　

氏　

名

築
地　
　
　
　
　

朝
野　

德
一

奥
沢　
　
　
　
　

佐
藤　

和
夫

上
町　
　
　
　
　

荒
井　
　

浩

下
町
１
区　
　
　

人
見　
　

充

下
町
２
区　
　
　

弓
座　
　

惠

大
豆
田　
　
　
　

石
戸　

富
夫

余
瀬　
　
　
　
　

髙
尾　

嘉
彦

蜂
巣　
　
　
　
　

米
澤　

順
一

篠
原　
　
　
　
　

磯　
　
　

實

桧
木
沢　
　
　
　

粕
谷　

利
益

桧
木
沢
サ
イ
プ
レ
ス

　
　
　
　
　
　
　

岡
本　

憲
一

寒
井
南
部　
　
　

井
上　

正
典

寒
井
本
郷　
　
　

猪
股　

爽
祐

寒
井
北
部　
　
　

渡
邊　

誠
市

寒
井
西
部　
　
　

黒
子　

久
雄

両
郷
地
区

自
治
会
名　
　
　

氏　

名

中
野
内
上　
　
　

石
塚　

克
巳

中
野
内
下　
　
　

佐
藤　

儀
信

河
原
上　
　
　
　

笹
沼　

保
治

河
原
下　
　
　
　

関
谷　
　

忠

両
郷　
　
　
　
　

大
島　

久
夫

寺
宿　
　
　
　
　

益
子　

賢
治

木
佐
美　
　
　
　

関
谷　

榮
一

大
久
保　
　
　
　

益
子　
　

賢

久
野
又　
　
　
　

益
子　

静
夫

大
輪
上　
　
　
　

大
森　

清
五

大
輪
下　
　
　
　

生
田
目
敏
夫

川
田　
　
　
　
　

益
子　

喜
男

須
賀
川
地
区

自
治
会
名　
　
　

氏　

名

須
佐
木
上　
　
　

渡
邉　

宗
五

須
佐
木
中　
　
　

大
森　

幸
次

須
佐
木
下　
　
　

佐
藤　

貞
夫

須
賀
川
上　
　
　

伊
藤　

則
之

須
賀
川
中　
　
　

川
嶋　

隆
夫

須
賀
川
下　
　
　

屋
代
惠
一
郎

雲
岩
寺　
　
　
　

渡
邉　
　

弘

露
久
保　
　
　
　

鈴
木　

安
幸

川
上　
　
　
　
　

益
子　

守
雄

南
方
１
区　
　
　

星　
　
　

保

南
方
２
区　
　
　

鈴
木　

正
夫

（
敬
称
略
）

　
　

政
策
推
進
課　
　

２
階

　
　
　
　
（
２
３
）８
７
０
１

春
の
叙
勲

　

長
年
に
わ
た
り
交
通

安
全
対
策
に
従
事
し
、

そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

本
市
で
は
次
の
方
が
受

章
さ
れ
ま
し
た
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
（
敬
称
略
）

危
険
業
務

従
事
者
叙
勲

旭
日
双
光
章

　

前
島　

恒
夫

　
　

交
通
安
全　

中
央
２

　　
危
険
性
の
高
い
業
務
に

従
事
し
た
人
を
対
象
と

し
、
長
年
に
わ
た
る
各
分

野
で
の
功
績
が
認
め
ら

れ
、
本
市
で
は
次
の
３
名

方
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。　
　
　
　
（
敬
称
略
）

瑞
宝
双
光
章

　

松
本　

清
壽

　

矯
正
業
務 　

   

桧
木
沢



広
報 2013.６9

特　

集

子
育
て

健
康
・
福
祉

く
ら
し

年
金
・
国
保

教
養
・
文
化

教　

育

ス
ポ
ー
ツ

税

産　

業

イ
ベ
ン
ト

地
域
の

ひ
ろ
ば

ト
ピ
ッ
ク
ス

健
康

お
お
た
わ
ら
塾

平
成
24
年
度

　
　
情
報
公
開
状
況

　

大
田
原
市
情
報
公
開
条
例

19
条
の
規
定
に
基
づ
き
平
成

24
年
度
情
報
公
開
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

情
報
公
開
請
求
件
数
は
８

件
で
、情
報
公
開
の
請
求
先
は

市
民
課
、財
政
課
、ま
ち
づ
く

り
推
進
課
、都
市
計
画
課
、教

育
総
務
課
、総
務
課
が
そ
れ
ぞ

れ
１
件
ず
つ
、下
水
道
課
２
件

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
全
部
公
開
８

件
、
部
分
公
開
２
件
、
公
文

書
不
存
在
が
１
件
と
な
っ
て

い
ま
す（
１
つ
の
請
求
で
複
数

の
文
書
を
請
求
す
る
こ
と
が

可
能
な
た
め
、
合
計
件
数
は

一
致
し
ま
せ
ん
）。

　

詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

総
務
課　
　

２
階

　
　
　
（
２
３
）１
１
１
１

大
田
原
地
区

自
治
会
名
　
　
　
氏
　
名

大
久
保
町　
　
　

福
島　

初
夫

寺
町　
　
　
　
　

田
代　

一
夫

上
町　
　
　
　
　

室
井　

光
昭

荒
町　
　
　
　
　

車
田　

正
信

仲
町　
　
　
　
　

小
倉　

正
敏

下
町　
　
　
　
　

本
堂　

敏
雄

大
手　
　
　
　
　

福
田　
　

敬

栄
町　
　
　
　
　

前
島　

恒
夫

清
水
町　
　
　
　

守
山　
　

格

元
町　
　
　
　
　

後
藤　
　

仁

七
軒
町　
　
　
　

三
浦　

庄
榮

旭
町　
　
　
　
　

新
垣　
　

稔

新
屋
敷　
　
　
　

松
本　

伸
孝

新
道　
　
　
　
　

堀
江　

邦
基

川
下
刈
切
平
林　

小
池　

清
一

小
泉　
　
　
　
　

印
東　

俊
一

浅
野　
　
　
　
　

山
本　

弘
明

神
明
町　
　
　
　

藤
田　

三
夫

西
原　
　
　
　
　

鈴
木　

多
喜

原
町　
　
　
　
　

田
代　

敏
男

深
川　
　
　
　
　

村
山
耕
太
郎

成
田
町　
　
　
　

渋
谷　

仁
一

沼
の
袋　
　
　
　

細
小
路　

宏

紫
塚　
　
　
　
　

生
田
目
淳
一

富
士
見
ハ
イ
ツ　

村
上　
　

命

経
塚　
　
　
　
　

齋
藤　

利
和

赤
堀
西　
　
　
　

室
井　

敏
雄

富
士
見　
　
　
　

平
井　

邦
夫

富
士
山
下　
　
　

竹
村　

富
一

赤
堀
東　
　
　
　

田
中　

光
夫

若
草　
　
　
　
　

村
田　

幹
雄

若
葉　
　
　
　
　

矢
吹　

久
美

加
治
屋　
　
　
　

木
下　

正
治

実
取
団
地　
　
　

青
木　

義
晃

大
和
久　
　
　
　

磯　
　

幸
雄

雇
用
促
進
住
宅　

稲
田　

敏
人

紫
塚
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

　
　
　
　
　
　
　

渡
邉　

好
已

富
士
見
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

　
　
　
　
　
　
　

関
谷　

芳
宏

新
富
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

　
　
　
　
　
　
　

薄
井　

次
夫

富
士
見
中
央　
　

栗
林　
　

昇

川
下
刈
切　
　
　

小
口
孝
太
郎

金
田
地
区

自
治
会
名　
　
　

氏　

名

中
田
原　
　
　
　

阿
久
津　

薫

河
原　
　
　
　
　

小
松　

英
昭

上
深
田　
　
　
　

渡
邉　

勝
美

町
島　
　
　
　
　

渡
邊　
　

勝

荒
井　
　
　
　
　

齋
藤　

史
人

岡　
　
　
　
　
　

相
田　

隆
富

今
泉　
　
　
　
　

角
田　

勝
則

戸
野
内　
　
　
　

礒　
　

率
道

富
池　
　
　
　
　

相
馬　
　

平

市
野
沢　
　
　
　

大
嶋　

正
文

練
貫　
　
　
　
　

後
藤　
　

勝

羽
田　
　
　
　
　

金
指　

孝
一

乙
連
沢　
　
　
　

白
井　

勝
美

小
滝　
　
　
　
　

小
山
田
勝
榮

練
貫
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

　
　
　
　
　
　
　

小
田
倉
明
夫

小
滝
苑　
　
　
　

阿
久
津　

茂

明
宿　
　
　
　
　

薄
井
健
次
郎

荒
屋
敷　
　
　
　

瀨
尾　

敏
春

北
金
丸　
　
　
　

戸
村　

一
之

南
金
丸　
　
　
　

室
井　

祐
之

南
金
丸
南
部　
　

藤
田　

喜
六

上
奥
沢　
　
　
　
阿
久
津
大
次
郎

奥
沢　
　
　
　
　

小
山
田
哲
夫

鹿
畑　
　
　
　
　

永
山　

二
一

倉
骨　
　
　
　
　

花
塚　

堯
史

赤
瀬
北
大
和
久　

櫻
岡　

武
雄

親
園
地
区

自
治
会
名　
　
　

氏　

名

親
園
北
区　
　
　

赤
羽　

尚
夫

親
園
南
区　
　
　

磯　
　

尚
吾

実
取　
　
　
　
　

森　
　

英
博

滝
沢　
　
　
　
　

髙
橋　
　

一

滝
岡　
　
　
　
　

村
上　

辰
藏

花
園　
　
　
　
　

福
原　

春
雄

宇
田
川　
　
　
　

藤
田　
　

進

荻
野
目　
　
　
　

八
木
澤
俊
夫

宇
田
川
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

　
　
　
　
　
　
　

渡
邉　

武
雄

野
崎
地
区

自
治
会
名　
　
　

氏　

名

上
石
上　
　
　
　

唐
橋　

和
男

下
石
上　
　
　
　

長
嶋　

峰
雄

野
崎　
　
　
　
　

高
瀬　

勝
雄

野
崎
東
町　
　
　

橋
本　

光
男

上
薄
葉　
　
　
　

佐
々
木
博
之

薄
葉
団
地　
　
　

礒　
　

正
一

薄
葉
第
２
団
地　

筒
井　

雅
治

中
薄
葉　
　
　
　

松
本　
　

明

平
沢　
　
　
　
　

金
沢　

亮
一

薄
葉
第
３
団
地　

茂
木　
　

豊

野
崎
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川
重
信

佐
久
山
地
区

自
治
会
名　
　
　

氏　

名

岩
井
町　
　
　
　

山
田　

隆
史

桜
町　
　
　
　
　

小
谷　

篤
寛

上
町　
　
　
　
　

森
下　

親
雄

仲
町　
　
　
　
　

渡
邊　

雅
典

下
町　
　
　
　
　

田
中　

正
行

荒
町　
　
　
　
　

金
山　

仁
志

新
町　
　
　
　
　

髙
瀨　

利
明

松
原　
　
　
　
　

滝
田　

勝
広

大
沢　
　
　
　
　

小
泉　

敏
章

平
山　
　
　
　
　

石
﨑　

正
實

佐
久
山
南
部　
　

石
﨑　

謙
二

藤
沢　
　
　
　
　

山
口　

典
男

琵
琶
池　
　
　
　

加
藤　
　

忠

大
神　
　
　
　
　

揚
石　

忠
男

大
神
南
部　
　
　

石
﨑　

昭
二

福
原　
　
　
　
　

小
河
原
貞
一

福
原
南
部　
　
　

伊
藤　

健
次

湯
津
上
地
区

自
治
会
名　
　
　

氏　

名

狭
原　
　
　
　
　

遠
藤　

次
男

小
船
渡　
　
　
　

野
田　
　

清

湯
津
上（
上
）　   

深
澤　

惣
吾

湯
津
上（
下
）       

清
水　
　

稔

佐
良
土（
二
輪
〜
銀
内
）

　
　
　
　
　
　
　

生
田
目　

隆

佐
良
土（
仲
宿
〜
田
宿
）

　
　
　
　
　
　
　

郡
司　

武
男

佐
良
土
西　
　
　

金
森　
　

弘

蛭
畑　
　
　
　
　

稲
村　

隆
夫

蛭
田　
　
　
　
　

深
澤　
　

貢

品
川　
　
　
　
　

越
沼　

憲
雄

新
宿　
　
　
　
　

坂
主　
　

貢

片
府
田　
　
　
　

鈴
木　

作
三

中
の
原　
　
　
　

小
藤　

圭
助

黒
羽
地
区

自
治
会
名　
　
　

氏　

名

田
町　
　
　
　
　

三
森　

正
明

前
田
１
区　
　
　

菊
池　
　

茂

前
田
２
区　
　
　

坂
本　
　

暸

前
田
３
区　
　
　

佐
藤　

富
夫

堀
之
内　
　
　
　

小
室　

正
臣

北
区　
　
　
　
　

井
上　
　

洋

南
区
東　
　
　
　

佐
藤　

善
一

南
区
西　
　
　
　

佐
藤　

重
雄

八
塩　
　
　
　
　

丸
山　

一
雄

北
滝　
　
　
　
　

齋
藤　

早
苗

片
田　
　
　
　
　

田
代　
　

保

亀
久　
　
　
　
　

鈴
木　

一
芳

矢
倉　
　
　
　
　

佐
藤　
　

勝

川
西
地
区

自
治
会
名　
　
　

氏　

名

築
地　
　
　
　
　

朝
野　

德
一

奥
沢　
　
　
　
　

佐
藤　

和
夫

上
町　
　
　
　
　

荒
井　
　

浩

下
町
１
区　
　
　

人
見　
　

充

下
町
２
区　
　
　

弓
座　
　

惠

大
豆
田　
　
　
　

石
戸　

富
夫

余
瀬　
　
　
　
　

髙
尾　

嘉
彦

蜂
巣　
　
　
　
　

米
澤　

順
一

篠
原　
　
　
　
　

磯　
　
　

實

桧
木
沢　
　
　
　

粕
谷　

利
益

桧
木
沢
サ
イ
プ
レ
ス

　
　
　
　
　
　
　

岡
本　

憲
一

寒
井
南
部　
　
　

井
上　

正
典

寒
井
本
郷　
　
　

猪
股　

爽
祐

寒
井
北
部　
　
　

渡
邊　

誠
市

寒
井
西
部　
　
　

黒
子　

久
雄

両
郷
地
区

自
治
会
名　
　
　

氏　

名

中
野
内
上　
　
　

石
塚　

克
巳

中
野
内
下　
　
　

佐
藤　

儀
信

河
原
上　
　
　
　

笹
沼　

保
治

河
原
下　
　
　
　

関
谷　
　

忠

両
郷　
　
　
　
　

大
島　

久
夫

寺
宿　
　
　
　
　

益
子　

賢
治

木
佐
美　
　
　
　

関
谷　

榮
一

大
久
保　
　
　
　

益
子　
　

賢

久
野
又　
　
　
　

益
子　

静
夫

大
輪
上　
　
　
　

大
森　

清
五

大
輪
下　
　
　
　

生
田
目
敏
夫

川
田　
　
　
　
　

益
子　

喜
男

須
賀
川
地
区

自
治
会
名　
　
　

氏　

名

須
佐
木
上　
　
　

渡
邉　

宗
五

須
佐
木
中　
　
　

大
森　

幸
次

須
佐
木
下　
　
　

佐
藤　

貞
夫

須
賀
川
上　
　
　

伊
藤　

則
之

須
賀
川
中　
　
　

川
嶋　

隆
夫

須
賀
川
下　
　
　

屋
代
惠
一
郎

雲
岩
寺　
　
　
　

渡
邉　
　

弘

露
久
保　
　
　
　

鈴
木　

安
幸

川
上　
　
　
　
　

益
子　

守
雄

南
方
１
区　
　
　

星　
　
　

保

南
方
２
区　
　
　

鈴
木　

正
夫

（
敬
称
略
）

　
　

政
策
推
進
課　
　

２
階

　
　
　
　
（
２
３
）８
７
０
１

瑞
宝
双
光
章

　

若
目
田
昭
男

　

消
防　
　
　
　
　

薄
葉

瑞
宝
単
光
章

　

宮
本　

正
善

　

矯
正
業
務　
　
　

寒
井
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●意見の取り扱い
 ・提出いただいたご意見は、内容について検討し、
これに対する市の考え方を公表する必要がある
と認められる場合は、後日公表します。
 ・個々のご意見に対して直接、個別の回答はしま
せんのであらかじめご了承ください。
 ・意見公募結果の公表にあたっては、提出者の氏
名その他の個人情報は公表しません。

　　政策推進課　　２階
　　〒３２４‐８６４１
　　大田原市本町１‐４‐１
　　　　（２３）８７０１　　（２３）８７４８　　
　　　　 seisakusuishin@city.ohtawara.tochigi.jp

　

　住民基本台帳法の改正に伴う機器
の調整のため、自動交付機を一時休
止します。なお、仮設庁舎Ａ棟の稼
働時間を延長しますので、ご利用く
ださい。
●自動交付機休止日時
　7月６日（土）～７日（日）
※両日とも終日休止
●休止する自動交付機
　市役所仮設庁舎Ａ棟、
　湯津上支所、黒羽支所
●稼働延長日時（仮設庁舎Ａ棟のみ）
・７月１日（月）～５日（金）
 ・７月８日（月）～12日（金）
※いずれも午前８時30分～午後７時

　　市民課　　１階
　　　　　　　　　（２３）８７５２

自動交付機が一時休止します

　市では「大田原市自治基本条例」の策定を進めています。
　自治基本条例とは、本格的な地方主権時代を迎えるなかで、まちづくりの基本原理や理念、あるいは行
政の基本ルールなどを定めることにより、市民、行政、議会などが一体となってまちづくりを進める環境
を整備することを目指すためのものです。
　最終条例案の策定に向けて、条例素案に対する皆さまからのご意見を募集します。お寄せいただいたご
意見を集約し検討を行い、平成26年４月１日の施行を目指します。

　昨年度まで、大田原地区・
湯津上地区・黒羽地区の３地
区でそれぞれ成人式を開催し
てきましたが、今年度から、
３地区合同で開催することに
なりました。
　詳細については、今後検討しますので、決定次第、随
時お知らせします。
●期　日　平成26年１月３日（金）　
●場　所　那須野が原ハーモニーホール
●該当者　平成５年４月２日から平成６年４月１日まで
　　　　に生まれた方
※11月１日現在市内に住所のある方には、11月中旬に案
内状を郵送します。
※市内に住所のない方で参加を希望する方は、12月６日
（金）までに下記へ電話でお申し込みください。

　　　中央公民館　　　　　０２８７（９８）７０８０

平成25年度成人式  ３地区合同で開催

●意見を提出できる方
　次のいずれかに該当する方（個人、団体は問いません）
 ・市内在住、在勤または在学中の方
 ・市内に事務所や事業所を有する方またはその団体
 ・市に納税義務のある方
 ・今回の条例素案に利害関係のある方
●条例素案の閲覧方法
 ・市ホームページ　・政策推進課政策推進係
 ・湯津上支所総合窓口課管理係
 ・黒羽支所総合窓口課管理係
※閲覧受付は下記の提出期間中の午前８時30分～
午後５時（土・日を除く）
●提出期間　６月５日（水）～ 25日（火）
※郵便の場合は６月25日（火）消印有効
●提出方法　所定の意見書用紙に住所、氏名、連絡先
を明記の上、次のいずれかの方法により提出。
　①郵便　②ファクシミリ　③電子メール
　④条例素案の閲覧場所の窓口へ直接提出
※電話での受け付けは不可

自治基本条例素案に関する意見（パブリックコメント）を募集
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お
た
わ
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塾

　本市では、市民が生涯にわたり、食育の実践を通して健全な心身を
培い、豊かな人間性を育むことで健康で心豊かな生活を実現するため
の指針となる「市町村食育推進計画」および、大田原産農産物の需要拡
大と市民の健康で豊かな食生活の実現を図るため、食と農をめぐる関
係機関が協働して地産地消に向けて取り組むための指針となる「地域
の農林水産物の利用促進についての計画」を策定することで、食育と
地産地消に関する施策を推進するため、平成25年度を初年度とし、平
成29年度を目標年度とする５カ年計画で「大田原市食育・地産地消推
進計画」を策定しました。
※計画は市ホームページでご覧いただけます。

◇計画の基本方針
（１）基本理念
　自然の恵みと食に感謝し、健やか
な心と体づくりを目指します。

（２）基本目標　　
①楽しく健康的な食事の習慣を築く
　朝食をとるとともに、家族で楽し
く食卓を囲むなど、子どものころ
から、規則正しい食事の習慣を築
きます。 
②自然や食に感謝する心を育てる
　食は、自然から受ける恵みであ
り、食に携わる多くの人々の苦労
や努力に支えられていることを実
感することにより、自然や食に感
謝し、大切にする心を育てます。 
③食を活かした健康づくりを推進する
　栄養バランスのとれた食事をとる
ことや減塩を心がけることで生活
習慣病を予防し、健康な生活を送
るための正しい食生活の普及・啓
発に取り組みます。 
④食に地産地消を取り入れ安全・安
心に対する理解を深める
　本市の安全・安心で優れた農産物
の利用および提供の拡大と、消費
者と生産者の相互理解がより一層
進むことを目指します。　

◇計画の推進にあたって
（１）計画の推進体制
　市民をはじめ、健康・福祉・教育関係者・生産者・食品関係事
業者など、ＮＰＯ、ボランティアなどが連携を図りながら食
育・地産地消に取り組みます。 

（２）計画の進行管理
　市の関係部局が中心となって進捗状況を把握し、適切な進行管
理に努めます。 

（３）計画推進における役割 
①市民の役割
　市民一人ひとりが食について見直し、生涯にわたる健康的な食
習慣を身につけ、実践するため食育を推進する。また、生産者
などとの積極的な交流を図り、地元農産物への愛着や安心感を
深め、地産地消の促進に寄与するよう努める。 
②家庭の役割
　家族団らんで楽しく食卓を囲むことを基本に、大人も子どもも
食に関わることで食への関心を高めるよう日常生活の中で実践
する。 
③健康・福祉・教育関係者の役割
　あらゆる機会や場所を利用して積極的に食育を推進する。ま
た、地域の農林水産物の利用促進を図るため地産地消の促進に
努める。 
④生産者の役割
　農林漁業に関する体験活動などを通じて農業生産活動などの重
要性についての理解を深めるため食育推進活動に積極的に参加
する。また、消費者ニーズに応じた生産への取り組みや、「６次
産業化」の実現に向けて取り組む。 
⑤食品関係事業者等の役割
　事業活動において関係機関・団体と連携し積極的に食育・地産
地消の推進に努める。 
⑥市の役割
　関係機関・団体と連携しながら、市民が行う取り組みを支援
し、食育・地産地消に関する施策を推進する。 

食育や地産地消に関連する
アンケートの結果を基に、
大田原市食育・地産地消推進
計画策定委員会において協議

計画（案）に関する関係団体
などへの意見照会、パブ
リックコメントを実施

「大田原市食育・地産地消推
進計画」策定

「大田原市食育・地産地消推
進計画（案）」策定

●計画策定までの経過

「大田原市食育・地産地消推進計画」を策定

　農政課　　３階　　（２３）８７０８
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　黒羽橋は、損傷発見の後、安全確保の
ため２月下旬から全面通行止めとしまし
たが、暫定復旧を行い、５月１日から大
型車両を除き、自動車、バイク、自転車、
歩行者の通行が可能となりました。
　ただし、地震などにより安全確保上に
問題が生じた場合や生じることが予想さ
れる場合には、交通規制（全面通行止めな
ど）を行います。
●大型車両の迂回路　下の迂回路図を参考に
　　　　　　　　　 してください。
　　道路維持課　　２階　　（２３）８７１７

　　　
　

住
宅
除
染
の
受
付
は
、６
月
28

日（
金
）を
も
っ
て
一
旦
終
了
し

ま
す
の
で
、
住
宅
除
染
を
希
望

す
る
方
は
、
お
早
め
に
申
込
書

の
提
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
す
で
に
申
し
込
み
が

お
済
み
の
方
に
は
、
測
定
業
者

が
決
ま
り
次
第
ご
案
内
を
送
付

し
ま
す
。

●
除
染
対
象
の
住
宅

 

・
除
染
対
象
区
域
内
の
住
宅

 

・
除
染
対
象
区
域
外
の
中
学
生

以
下
の
子
ど
も
が
居
住
し
て

い
る
住
宅

●
申
込
要
件

 

・
戸
建
て
住
宅　

住
宅
の
所
有

者
、
所
有
者
の
同
意
を
得
た

居
住
者

 

・
集
合
住
宅　

所
有
者
、
管
理

組
合
、
所
有
者
の
同
意
を
得

た
管
理
会
社

●
申
込
期
限　

６
月
28
日（
金
）

●
申
込
方
法　
「
住
宅
の
空
間
線

量
率
測
定
・
除
染
申
込
書
兼

同
意
書
」に
必
要
事
項
を
記

入
・
押
印
の
上
、
左
記
へ
郵

送
で
申
し
込
み

※

「
住
宅
の
空
間
線
量
率
測
定
・

除
染
申
込
書
兼
同
意
書
」は
、

危
機
管
理
課
、
各
支
所
、
出

張
所
お
よ
び
各
地
区
公
民
館

で
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
詳

細
は
、
広
報
お
お
た
わ
ら
平

成
24
年
12
月
15
日
号
と
一
緒

に
配
布
し
た「
住
宅
除
染
の
お

知
ら
せ
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
住
宅
除
染
受
付
事
務
所

　
　
（
０
１
２
０
）０
２
７
５
６
１

※

受
付
事
務
は
、「
い
で
あ（
株
）」

に
委
託
し
て
い
ま
す
。

至片田至湯津上

迂回路
那珂橋

迂回路
川田橋

迂回路
高岩大橋

※限定解除

黒羽庁舎黒羽庁舎

ホテル花月ホテル花月

黒羽芭蕉の館黒羽芭蕉の館

くらしの館
ローソンローソン

セブンイレブンセブンイレブン

黒羽刑務所

黒羽体育館黒羽体育館

堀之内交差点

ピアート
ホール

461

294

461

179

342

182

至大田原市街

至須賀川

至那須塩原市

那珂川

294

黒羽橋大型車両の迂回路図

迂回路

黒羽橋通行止めの限定解除

住
宅
除
染
の
お
知
ら
せ

【ごみ問題検討委員会公募委員の募集】
●応募できる方　平成25年６月25日現在の満年齢が20歳
以上の市内在住の方で、ごみ問題に関心のある方
●募集人数　３名以内
●提出書類
①作　文　テーマ「環境とごみ問題について」（800字以内）
②身上書　氏名（ふりがな）、生年月日、性別、住所、電話
　　　　番号、職業、勤務先、志望理由、自己ＰＲ
　　　　※様式は自由。応募書類の返却はしません。
●申込方法　６月25日（火）までに下記の窓口まで直接、
　　　　　　ＦＡＸ、メールで申し込み
※メールのタイトルは｢ごみ問題検討委員会公募委員応募｣
としてください。
●選考結果　選出された方には７月上旬までに決定通知書
を送付

【新指定ごみ袋についての意見の募集】
●提出方法　次の内容を記載　①年齢②性別③現在のごみ
袋についての意見（大きさ・形状・デザイン・価格など）
④特に改善をしてほしい部分⑤その他
※Ａ４用紙１枚以内で様式は自由
●申込方法　７月５日（金）までに下記の窓口まで直接、
　　　　　　ＦＡＸ、メールで申し込み
※メールのタイトルは｢ごみ袋についての意見応募｣として
ください。

　　　生活環境課　　１階　　
　　　　　（２３）８７０６　　（２３）８９２３
　　　　　seikatsu@city.ohtawara.tochigi.jp

ごみ袋リニューアル  公募委員とご意見を募集

危
機
管
理
課　
　

２
階

　
（
２
３
）５
７
２
２

除
染
を
か
た
る
詐
欺
に

　
　
　
　
　

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

市
は
、
住
宅
の
空
間
線
量
率

の
測
定
お
よ
び
除
染
作
業
を
業

者
に
委
託
し
て
い
ま
す
が
、
事

前
に
連
絡
す
る
こ
と
な
く
市
の

指
示
で
業
者
が
自
宅
へ
伺
う
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
市
で
行
う
空
間
線
量

率
の
測
定
お
よ
び
除
染
作
業
は

す
べ
て
無
料
の
た
め
、
費
用
を

請
求
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
個
人
で
事
前
に
除
染

作
業
を
行
っ
た
場
合
は
、
市
が

後
日
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
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●職種・募集人員　消防吏員　　　10名程度
●受験資格　平成元年４月２日から平成８年４月１日ま
でに生まれた方で、高等学校卒業または同程度以上の
学力を有する方（平成26年３月までに卒業見込みの方
を含む）で、採用時に大田原地区広域消防組合管内（大
田原市・那須塩原市（旧西那須野町・旧塩原町））に居
住できる方
●受験資格のない方　次のいずれかに該当する方
・日本国籍を有しない方
・成年被後見人または被保佐人の方
・禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで、ま
たはその執行を受けることがなくなるまでの方
・日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法またはそ
の下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する政
党その他の団体を結成し、またはこれに加入した方
●試験の期日・場所・内容
○一次試験
　・日時　９月22日（日）午前９時10分～午後０時５分
　・場所　国際医療福祉大学
　・内容　教養試験、消防適性検査

○二次試験　・日時　10月下旬予定
　　　　　　・内容　記述試験、口述試験、体力測定
●最終合格発表　11月上旬予定
●採用予定　平成26年４月１日
●試験要領・申込書など
　大田原地区広域消防組合消防本部、西那須野分署、黒
羽分署、塩原分署、湯津上分署で配布
※郵便で請求する場合は、封筒の表に「採用試験申込用
紙請求」と朱書きし、80円切手を貼った宛先明記の返
信用封筒（長形３号）を同封してください。
※大田原地区広域消防組合のホームページからもダウン
ロードできます。
●試験申込の受付期間　７月１日（月）～ 31日（水）　午前
８時30分～午後５時15分（土・日・祝日を除く）
※郵送の場合は７月31日（水）までの消印有効。
●試験申込方法　「採用試験申込書」「履歴書」「受験票」に
必要事項を記入し、写真を貼付の上、下記まで持参ま
たは郵送。
※郵便の場合は、書留郵便で封筒の表に「採用試験申込」
と朱書きし、80切手を貼った宛先明記の返信用封筒を
必ず同封の上、確実な方法で送付してください。
　　　　大田原地区広域消防組合消防本部総務課
　〒３２４‐００５２　大田原市城山２‐16‐１
　　　（２２）３００４
　　　http://www.fire119-ohtawara.jp/top.html

●受験資格のない方　次のいずれかに該当する方
 ・日本国籍を有しない方
 ・成年被後見人または被保佐人の方
 ・禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで、ま
たはその執行を受けることがなくなるまでの方

 ・日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法またはそ
の下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する
政党その他の団体を結成し、またはこれに加入した方

●試験の期日・場所・内容
○一次試験
　・日時　９月22日（日）　午前９時10分～午後０時30分
　・場所　国際医療福祉大学
　・内容　教養試験（高等学校卒業程度）・適応性検査
○二次試験　・日時　10月中旬予定
　　　　　　・内容　記述試験・口述試験
●合格発表予定　・一次試験　10月中旬
　　　　　　　　・最終合格発表　10月下旬
●採用予定　平成26年４月１日
●試験要領・申込書など　総務課人事係、湯津上支所総
合窓口課、黒羽支所総合窓口課で配布

※郵便で請求する場合は、封筒の表に「試験要領等請求」
と朱書きし、120円切手を貼った宛先明記の返信用封
筒（角形２号、Ａ４サイズ用）を同封してください。

※市ホームページからもダウンロードできます。
●試験申込の受付期間　７月１日（月）～ 31日（水）
　午前８時30分～午後５時15分（土・日・祝日を除く）
※郵送の場合は、７月31日（水）までの消印有効
●試験申込の受付場所　総務課人事係
※湯津上支所、黒羽支所では受け付けません。

　　　　総務課　　２階
　〒３２４‐８６４１　大田原市本町１‐４‐１
　　　（２３）８７０２

●職種・募集人員
①一般事務 14名程度  ②一般事務（身体障がい者対象）２名
程度  ③建築技師１名  ④土木技師１名  ⑤保育士４名

●受験資格
①一般事務　昭和58年４月２日から平成８年４月１日ま
でに生まれた方で、高等学校卒業または同程度以上の
学力を有する方（平成26年３月31日までに卒業見込の
方を含む）

②一般事務（身体障がい者対象）  次のすべての要件を満たす方
 ・昭和53年４月２日から平成８年４月１日までに生まれ
た方で、高等学校卒業または同程度以上の学力を有す
る方（平成26年３月31日までに卒業見込の方を含む）

 ・自力により通勤することができ、介助者なしに職務の
遂行が可能な方

 ・身体障害者手帳の交付を受けている方
 ・活字印刷文（文字の大きさは10ポイント程度）による出
題に対応できる方

③建築技師　次のいずれかに該当する方
 ・昭和48年４月２日以降に生まれた方で、現に一級建築
士の資格を有する方

 ・昭和58年４月２日から平成８年４月１日までに生まれ
た方で、高等学校の建築関係学科卒業または同程度以
上の学力を有する方（平成26年３月31日までに卒業見
込の方を含む）

④土木技師　昭和58年４月２日から平成８年４月１日ま
でに生まれた方で、高等学校の土木関係学科卒業また
は同程度以上の学力を有する方（平成26年３月31日ま
でに卒業見込の方を含む）

⑤保育士　昭和48年４月２日以降に生まれた方で、保育
士の資格を有する方（平成26年３月31日までに取得見
込の方を含む）

平成25年度大田原地区広域
消防組合職員採用試験

平成25年度大田原市職員採用試験
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●「
お
も
て
な
し
」

　

ガ
イ
ド
の
案
内
に
よ
り
、
３
店
舗
の

飲
食
店
を
回
り
な
が
ら
、
お
店
の
こ
だ

わ
り
の
お
酒
や
料
理
を
食
す
る
ツ
ア
ー

で
す
。
今
ま
で
に
出
会
っ
た
こ
と
の
な

い
お
店
と
出
会
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時

　

６
月
27
日（
木
）　

午
後
６
時
〜
８
時

●
集
合
場
所

　

大
田
原
商
工
会
議
所
４
階

●
定
員　

24
名（
申
込
順
）

●
参
加
費

　

２
５
０
０
円（
ワ
ン
フ
ー
ド
・
ワ
ン
ド

リ
ン
ク
付
）※
当
日
徴
収

●
申
込
期
間

　

６
月
５
日（
水
）〜
20
日（
木
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

※
土
・
日
を
除
く

●
申
込
方
法

　

左
記
ま
で
電
話
ま
た
は
直
接
申
し
込
み

　
　
　

大
田
原
商
工
会
議
所

　
　
　
　
（
２
２
）２
２
７
３

　

地
域
活
性
化
や
ま
ち
づ
く
り
に
は
地
元
の
個
人
商
店
が
元
気
に
な
る
こ
と
が
不
可

欠
で
す
。

　

広
報
お
お
た
わ
ら
５
月
号
か
ら
４
回
に
分
け
、
大
田
原
商
工
会
議
所
と
大
田
原
商

店
連
盟
が
｢元
気
｣を
目
標
に
ス
タ
ー
ト
し
た
大
田
原
一
店
逸
品
運
動
｢与
一
逸
品
物

語
｣　

の
内
容
と
加
盟
店
の
紹
介
を
し
ま
す
。

　

｢お
客
様
が
足
を
運
び
た
く
な
る
魅
力

あ
る
店
｣を
目
指
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お

店
が
店
主
の
こ
だ
わ
り
や
お
奨
め
商
品
、

サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
研
究
・
開
発
し
た
も

の
を
｢逸
品
｣と
し
ま
す
。

　

逸
品
を
持
つ
こ
と
で
お
店
の
個
性
を

明
確
に
打
ち
出
し
、
１
年
間
を
通
し
て

そ
の
商
品
を
消
費
者
に
お
奨
め
し
ま
す
。

　

一
店
逸
品
運
動
に
加
盟
す
る
個
人
商

店
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
逸
品
の
充
実

や
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
方
法
、
お
客
様
へ

の
サ
ー
ビ
ス
向
上
な
ど
に
つ
い
て
意
見

交
換
し
、
さ
ら
に
魅
力
あ
る
専
門
店
を

目
指
し
て
毎
月
勉
強
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

今
回
も
、
１
年
間
か
け
て
研
究
し
て

き
た
｢与
一
逸
品
物
語
｣の
逸
品
カ
タ
ロ

グ
を
作
成
し
ま
し
た
。
ど
こ
の
お
店
で

何
が
逸
品
な
の
か
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
店
で
対
応
で

き
る「
お
も
て
な
し
」を
考
え
、
お
客
様

へ
の
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
て
い
ま
す
。
カ

タ
ロ
グ
を
片
手
に
ぶ
ら
り
と
大
田
原
の

街
な
か
を
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
き
っ

と
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
お
店
や
新
た

な
発
見
が
で
き
る
は
ず
で
す
。

※
勉
強
会
を
通
じ
て
一
店
逸
品
運
動
に

参
加
し
た
い
個
人
商
店
の
方
は
下
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

弐

大
田
原
一
店
逸
品
運
動
と
は
？

大
田
原
一
店
逸
品
運
動
の

主
な
活
動
は
？

第
一
回
ち
ょ
い
飲
み
ツ
ア
ー

参
加
者
募
集

〜
大
田
原
に
も
た
く
さ
ん
あ
っ
た
魅
力
の
品
々
〜

わら
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　   「歯の質」に対しては…
　フッ素配合歯みがき粉を
　　　　　使いましょう！！

　フッ素は、歯の構造を強くしたり、
　歯の表面を修復したりする効果が
　得られます。
　本市で実施しているフッ化物洗口
　事業は、この予防に該当します。

　   「細菌」に対しては…
　歯みがきや、入れ歯のお手入れを行い、清潔なお口を保ちましょう！！

○子どもの歯みがき　～大人が仕上げみがきをしましょう～
　・歯ブラシは、子ども用（握る部分の幅が広いもの）と、仕上げ用の
　　歯ブラシを２本用意しましょう
　 ・仕上げみがきの時は、鉛筆を持つように、少し短めに持ちましょう
○大人のお手入れ
　歯周病を起こす細菌の増殖を抑えることが大切です。糸ようじ（フロス）や歯間ブラシをご
　自身の歯並びに応じて使用すると、さらに効果的です。
○入れ歯のお手入れのポイント
年齢を重ねると、だ液が減少し自浄作用が低下します。口の中の炎症や細菌の繁殖や口臭
を防ぐため、食後はなるべく時間を置かずに入れ歯を取りはずし、洗いましょう。また、
就寝時は入れ歯をはずして、水につけておきましょう。

　むし歯の治療以外にも、歯みがきの仕方など、歯の状態にあったアドバイスが受けられま
す。自分では、とりきれない歯垢や歯石の除去をしてもらいましょう。
　入れ歯の場合も、金具がゆるんだり、あごの形が変わったり、歯が移動したりと徐々に合
わなくなってくるものです。自分で調節せず、歯科医院に定期的にかかりましょう。
　歯を失うことで、食事や会話などの機能が落ちてしまい、最終的には生活の質を低下させ
ることにつながります。そのため、それぞれの年齢に応じた「予防」につとめましょう！！

　　健康政策課　　１階　　（２３）７６０１

　歯肉炎は、成人期以降に増加
しますが、子どもでも起こりま
す。歯周病の前ぶれである歯肉
炎は、歯みがきをしっかり行う
ことで、炎症が治まります。　
　歯周病の予防のためにも、
歯みがきは大切です。

市で行っている健診結果説明会では、歯と
お口の健康コーナーを設け、健康相談を実
施します。ぜひ、ご利用ください！！

炎症が歯と歯茎（歯
肉）に起こる病気
で、歯と歯茎の境
目が赤く腫れたり、
出血したりします。

歯と歯の間に歯周ポ
ケットが現われ、そこ
にたまった細菌によっ
て、歯の周りの組織に
まで炎症が進みます。

進行

　   「糖質」に対しては…
　食べ物の種類や、食べ方に
　　　　　　　　気をつけましょう！！

　・食事や間食の時間を決めて、だらだらと食べな
いようにしましょう。

　・スポーツ飲料などの甘い飲み物は、習慣的に飲
まないようにしましょう。

　　水分補給は、水・麦茶・緑茶などがおすすめです。

歯周病は、日本人が歯を失う主な原因です！！

かかりつけ医を持ちましょう！！

歯　周　病
歯肉炎 歯周炎

それぞれの　    防のポイント予
１

２ ３

歯ブラシの持ち方
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　平成23年度の12歳（中学校1年生）の永久歯の１人当たりの平均むし歯数は、全国で1.2本、
栃木県で1.4本でしたが、本市では1.58本となっており、まだ全国や県より高い状況です。今
後もフッ化物洗口事業を継続していくほか、家庭でも「むし歯になりやすい生活」を見直すこ
とが必要です。

　歯やお口の健康は、食べ物を食べたり話をしたりするうえで、とても大
切です。今月は、大田原市の小中学生が、むし歯予防の取り組みとして
行っている「フッ化物洗口事業」（※１）と、むし歯予防、成人期以降に多い
歯周病について、ご紹介します。
※１ フッ化物洗口：0.2%のフッ化物溶液で、 週１回30秒～１分間ぶくぶく
　　　　　　　　  　洗口し歯の質を強化します。

健
康
おおたわら塾

６月４日～ 10日は、「歯と口の健康週間」です

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

1年生

2年生

3年生

4年生

5年生

6年生

（本）

細菌

歯の質 糖質

フッ化物洗口事業におけるDMFT指数（１人当たり平均むし歯本数）

　フッ化物洗口事業を平成
18年度から市内小中学校で
実施しています。
　平成18年度の中学校1年
生は、1人当たりの平均む
し歯数が2.00本でしたが、
平成24年度は、1.17本と減
少しています。特に、小学
校６年生は左のグラフを見
ると、年々減少しているこ
とがわかります。
　そのため、フッ化物洗口
事業は、健康な永久歯を育
てるために効果的な事業と
なっています。

　むし歯は、「細菌」「歯の質」「糖質（特に砂糖）」の３つの要素が重なった時
に、発生すると考えられています。また、効果的にむし歯を予防するため
には、それぞれの要素に対応した予防のポイントを知ることが大切です。

お口の健康は大丈夫？

むし歯になりやすい生活をしていませんか？

 細菌　　細菌のかたまり（歯垢）を除去して、きれいな口を保つ

 歯の質　むし歯になりにくい、強い歯質にする（フッ化物洗口）

 糖質（特に砂糖）　食生活習慣の改善

し歯になる要素む
１

２

３

 歯 と お 口 の 健 康
健康は 食から 歯から 元気から
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●
応
募
資
格　

有
料
老
人
ホ
ー
ム
ま
た
は

サ
ー
ビ
ス
付
高
齢
者
向
け
住

宅
を
設
置
・
運
営
す
る
ま
た

は
予
定
す
る
法
人
で
あ
っ
て

介
護
保
険
法
第
70
条
第
２
項

各
号
に
該
当
し
な
い
者

●
応
募
期
間　

８
月
26
日（
月
）

　

〜
９
月
５
日（
木
）

　
　
　

高
齢
者
幸
福
課　
　

１
階

　
　
　
（
２
３
）８
８
６
５

　　

も
っ
と
も
身
近
な
生
活
習
慣

で
あ
る『
食
事
』。
美
味
し
く
食

べ
て
、
元
気
に
年
を
重
ね
る
秘

訣
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

●
日
時　

７
月
５
日（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

●
場
所　

那
須
野
が
原
ハ
ー
モ

ニ
ー
ホ
ー
ル　

小
ホ
ー
ル

●
演
題「
時
間
栄
養
学
に
よ
り
生

活
習
慣
病
を
予
防
す
る
」

●
講
師　

女
子
栄
養
大
学
副
学
長

　

香
川  

靖
雄  

先
生

●
参
加
費　

無
料

※

申
込
不
要

　
　

健
康
政
策
課　
　

１
階

　
　
　
（
２
３
）７
６
０
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

●
賃
金

フ
ル
タ
イ
ム
勤
務

８
０
０
０
円
／
日

パ
ー
ト
タ
イ
ム
勤
務　

９
５
０
円
／
時

※

そ
の
他
、
距
離
に
応
じ
た
通

勤
賃
金
支
給

●
資
格　

保
育
士
免
許

●
申
込
方
法　

履
歴
書
、
保
育

士
証（
写
）、
健
康
診
断
書

（
写
）、
写
真
１
枚（
縦
４
㎝
、

横
３
㎝
程
度
）を
持
参
の
上
、

左
記
窓
口
へ
直
接
申
し
込
み

　
　
　

子
ど
も
幸
福
課　
　

　
　
　
　
　
　
　

１
階

　
　
　
（
２
３
）８
７
６
９

●
募
集
施
設

 

・
施
設
種
類　

有
料
老
人
ホ
ー

ム
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
付
高
齢

者
向
け
住
宅（
既
設
・
新
設
は

問
わ
な
い
）

 

・
整
備
予
定
地
域　

大
田
原
市
内

 

・
定
員　

50
人
以
内
１
施
設

●
要
項
な
ど
の
配
布

６
月
10
日（
月
）〜
８
月
23
日（
金
）

●
募
集
説
明
会　

７
月
９
日（
火
）

午
後
３
時
30
分
〜

市
役
所
東
別
館
１
階
会
議
室

　
　

総
務
課　
　

２
階

　
　
　
（
２
３
）１
１
１
１

●
日
時　

６
月
12
日（
水
）

●
場
所　

ふ
れ
あ
い
の
丘
研
修
室

●
内
容　

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

や
マ
マ
の
た
め
の
エ
ク
サ
サ

イ
ズ
を
行
い
、
親
子
の
ス
キ

ン
シ
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。

●
対
象　

０
歳
児
と
そ
の
保
護
者

●
定
員　

20
名（
10
組
）

●
参
加
費　

５
０
０
円

●
申
込
方
法　

左
記
ま
で
電
話
で
申
し
込
み

　
　
　

ふ
れ
あ
い
の
丘

　
　
　
（
２
８
）３
１
３
１

●
仕
事
内
容　

保
育
業
務
全
般

●
勤
務
先　

し
ん
と
み
保
育
園
、ゆ
づ
か
み

保
育
園
、く
ろ
ば
ね
保
育
園

●
勤
務
時
間
・
曜
日

午
前
７
時
30
分
〜
午
後
７
時

の
間
で
７
時
間
45
分（
相
談
可
）

※

右
記
時
間
内
５
時
間
の
パ
ー

ト
タ
イ
ム
勤
務
可
能

月
曜
日
〜
金
曜
日

○
黒
羽
地
区

 

・
期
日　

６
月
27
日（
木
）

 

・
場
所　

黒
羽
支
所
１
階
ロ
ビ
ー

※

時
間
は
全
地
区
、午
前
９
時
〜

正
午
、午
後
１
時
〜
午
後
４
時

●
注
意
事
項

平
成
25
年
１
月
２
日
以
降
に

大
田
原
市
に
転
入
さ
れ
た
方

は
、
転
入
前
に
お
住
ま
い

だ
っ
た
市
町
村
の「
平
成
25
年

度
所
得
証
明
書（
児
童
手
当

用
）」が
必
要
で
す
。　
　

　
　

子
ど
も
幸
福
課　
　

１
階

　
　
　
（
２
３
）８
９
３
２

●
期
間　

６
月
24
日（
月
）〜
30
日（
日
）

●
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜

午
後
７
時（
土
・
日
は
午
前
10

時
〜
午
後
５
時
）

●
相
談
内
容

　

い
じ
め
、
い
や
が
ら
せ
、
強

制
・
強
要
、
暴
行
・
虐
待
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
子
ど
も
の

人
権
問
題
を
め
ぐ
る
相
談
に

応
じ
ま
す
。
な
お
、
強
化
週

間
は
、
子
ど
も
の
人
権
問
題

に
特
に
詳
し
い
人
権
擁
護
委

員
が
担
当
す
る
予
定
で
す
。

 【
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
】

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル　

　
　

０
１
２
０（
０
０
７
）１
１
０

「
子
ど
も
の
人
権
１
１

０
番
」強
化
週
間
に
お
け

る
電
話
相
談

知
っ
て
得
す
る
食
べ
方
の

コ
ツ
〜
誰
で
も「
時
間
」

で
や
せ
ら
れ
る
〜

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

　　

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る

皆
さ
ん
は
、
６
月
１
日
現
在
の

現
況
届
の
提
出
が
必
要
と
な
る

た
め
、
左
記
の
日
程
で
現
況
届

の
受
付
を
行
い
ま
す
。（
６
月
中

旬
に
案
内
の
通
知
を
送
付
し
ま

す
。）

　

現
況
届
を
提
出
し
な
い
と
児

童
手
当
の
10
月
定
期
支
払
分
か

ら
支
給
停
止
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

●
対
象

平
成
25
年
６
月
１
日
現
在
受

給
者
で
あ
る
方

●
期
日
・
場
所

○
大
田
原
地
区

 

・
期
日　

６
月
17
日（
月
）、
18
日（
火
）、

19
日（
水
）、
20
日（
木
）、

21
日（
金
）、
24
日（
月
）、

25
日（
火
）

 

・
場
所　

市
役
所
東
別
館
１
階
会
議
室

○
湯
津
上
地
区

 

・
期
日　

６
月
26
日（
水
）

 

・
場
所

湯
津
上
支
所
１
０
２
会
議
室

児
童
手
当
現
況
届
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い

マ
マ
＆
ベ
ビ
ー

健
や
か
体
操

平
成
26
年
度
混
合
型
特
定

施
設
入
居
者
生
活
介
護

事
業
所
整
備
法
人
募
集

公
立
保
育
園

臨
時
保
育
士
募
集

子
育
て

健
康
・
福
祉
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現
在
、
首
都
圏
を
中
心
に
風
し
ん

が
流
行
し
て
お
り
、
栃
木
県
内
で
も

今
後
さ
ら
に
拡
大
す
る
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
栃
木
県
で
は
、
30
歳

〜
59
歳
の
男
性
は
特
に
風
し
ん
抗
体

保
有
率
が
低
い
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ

り
ま
す
。

　

妊
婦
が
風
し
ん
に
罹
患
す
る
と
先

天
性
風
し
ん
症
候
群（※

）の
子
ど
も

が
生
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か

ら
、緊
急
対
策
と
し
て
風
し
ん
予
防
接

種
費
用
の
一
部
助
成
を
行
い
ま
す
。

※

先
天
性
風
し
ん
症
候
群　

妊
娠
初

期
に
風
し
ん
に
感
染
す
る
と
、
胎

盤
を
介
し
て
胎
児
に
感
染
し
、
出

生
児
に
白
内
障
、
心
疾
患
、
難
聴

な
ど
の
障
害
が
起
こ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

●
助
成
期
間　

平
成
25
年
５
月
10
日

　

〜
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で

●
対
象
者　

大
田
原
市
民
の
方
で
風

し
ん
未
罹
患
・
未
接
種
で
次
に
該

当
す
る
方

①
妊
娠
を
希
望
し
て
い
る
方（
妊
娠

中
の
方
は
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。）

②
妊
娠
中
ま
た
は
妊
娠
を
希
望
し
て

い
る
方
の
夫（
婚
姻
関
係
を
問
わ

な
い
）

③
18
歳
か
ら
60
歳
未
満
の
男
性

※

原
発
避
難
者
特
例
法
に
基
づ
き
指

定
市
町
村
か
ら
住
民
票
を
移
さ
ず

に
大
田
原
市
に
避
難
し
て
い
る
方

も
含
む

●
実
施
方
法　

市
内
の
予
防
接
種
実

施
医
療
機
関
で
予
約
を
し
、
予
診

票
を
記
入
し
て
、
接
種
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他

・

現
在
風
し
ん
単
独
ワ
ク
チ
ン
は
大

変
不
足
し
て
い
ま
す
。
各
医
療
機

関
に
よ
っ
て
ワ
ク
チ
ン
在
庫
状
況

は
異
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
事
前

に
各
医
療
機
関
に
確
認
を
す
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

・

市
外
の
医
療
機
関
で
接
種
す
る
場

合
は
事
前
に
手
続
が
必
要
で
す
。

担
当
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

・
予
防
接
種
を
受
け
る
前
に
、
医
療

機
関
に
あ
る「
風
し
ん
の
予
防
接

種
を
受
け
る
方
へ
の
説
明
書
」を

必
ず
お
読
み
く
だ
さ
い
。

・

予
防
接
種
を
受
け
る
方
が
20
歳
未

満
で
保
護
者
が
同
伴
し
な
い
場
合

（
20
歳
未
満
で
も
既
婚
者
は
除
く
）

は
、
保
護
者
が
記
入
し
た
予
診
票

の
ほ
か
に
、
別
紙「
風
し
ん
の
予

防
接
種
同
意
書
」が
必
要
に
な
り

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
自
己
負
担
額

・

風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
場
合
２

５
０
０
円（
接
種
料
金
５
０
０
０

円
、
市
助
成
額
２
５
０
０
円
）

・

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
接

の
場
合
５
０
０
０
円（
接
種
料
金

１
０
０
０
０
円
、
市
助
成
額
５
０

０
０
円
）

●
助
成
回
数　

１
人
１
回

●
接
種
で
き
な
い
方

次
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
１
つ
で
も

該
当
す
る
方
は
接
種
で
き
ま
せ

ん
。

・

明
ら
か
に
発
熱
し
て
い
る
方

・

重
篤
な
急
性
疾
患
に
か
か
っ
て
い

　

る
こ
と
が
明
ら
か
な
方

・

本
剤
の
成
分
に
よ
っ
て
ア
レ
ル
ギ

　

ー
反
応
を
お
こ
し
た
こ
と
が
明
ら

　

か
な
方

・

そ
の
他
、
予
防
接
種
を
行
う
こ
と

　

が
不
適
当
な
状
態
に
あ
る
方

●
接
種
の
判
断
を
行
う
際
に
注
意
を

　

要
す
る
方

・

心
臓
血
管
系
疾
患
、
腎
臓
疾
患
、

肝
臓
疾
患
、
血
液
疾
患
、
発
育
障

害
な
ど
の
基
礎
疾
患
が
あ
る
方

・

過
去
の
予
防
接
種
で
接
種
後
、
２

日
以
内
に
発
熱
の
見
ら
れ
た
方
お

よ
び
全
身
性
発
疹
な
ど
の
ア
レ
ル

ギ
ー
を
起
こ
し
た
こ
と
の
あ
る
方

・

過
去
に
け
い
れ
ん
を
起
こ
し
た
こ

　

と
が
あ
る
方

・

過
去
に
免
疫
不
全
の
診
断
を
さ
れ

て
い
る
方
お
よ
び
近
親
者
に
先
天

性
免
疫
不
全
の
方
が
い
る
方
、
本

剤
に
対
し
ア
レ
ル
ギ
ー
を
起
こ
す

可
能
性
が
あ
る
方

●
健
康
被
害
救
済
制
度
に
つ
い
て

風
し
ん
予
防
接
種
は
、
行
政
措
置

に
お
け
る
法
定
外
予
防
接
種
で
す

が
、
国
が
認
め
た
健
康
被
害
が
起

き
た
場
合
は「
大
田
原
市
予
防
接

種
事
故
災
害
補
償
規
則
」に
基
づ

き
対
応
し
ま
す
。

　
　

健
康
政
策
課　
　

１
階

　
　
　
（
２
３
）８
９
７
５

青柳医院
赤羽胃腸科外科肛門科医院
阿部内科
礒外科小児科医院
那須赤十字病院
鎌田浅香医院
木戸内科クリニック
国際医療福祉大学クリニック
小林内科外科医院
齊藤内科医院
だいなリハビリクリニック
高橋医院
高橋外科医院
長嶋医院
那須中央病院
なす療育園
橋本内科クリニック
藤田医院
増山医院
増山胃腸科クリニック
松井医院
吉成小児科医院
磯医院
江部医院
車田医院
くろばね齋藤醫院
益子医院
益子クリニック
増山医院

中央2-1-2
城山2-5-29
佐久山2018
浅香3-3711-27
中田原1081-4
浅香3-3-9
美原2-2831-153
北金丸2600-6
富士見1-1606-265
新富町3-4-18
紫塚3-2633-10
滝沢355
住吉町1-11-20
下石上1246
下石上1453
北金丸2600-7
元町1-2-14
野崎2-7-14
小滝1107-6
加治屋83-413
城山1-2-3
新富町2-1-22
黒羽向町8
黒羽向町60
大豆田457-2４
黒羽田町612
大久保266
黒羽田町827
佐良土861

（２２）２１２２
（２３）１１３１
（２８）００５３
（２２）２６０１
（２３）１１２２
（２２）２７０３
（２０）３２００
（２４）１００１
（２３）８８７０
（２２）６１１５
（２０）３１０２
（２８）１１５１
（２２）２６２４
（２９）００５０
（２９）２１２１
（２０）５１００
（２２）２２２０
（２９）００１０
（２２）２３３６
（２３）６３２１
（２２）２０６７
（２２）２４１２
（５４）００２０
（５４）００１３
（５４）００６２
（５４）００３１
（５９）０８３５
（５４）２７２７
（９８）２００８

住　所医療機関名 電　話

（日付は生年月日）

風しんの予防接種状況風しんの予防接種状況

・昭和37年4月1日以前
　　→接種機会なし

・昭和37年4月2日～昭和54年4月1日
　　→女性のみ1回の接種機会あり

・昭和54年4月2日～平成2年4月1日
　　→男女ともに1回の接種機会あり

・平成2年4月2日以降
　　→男女ともに2回の接種機会あり

風
し
ん
予
防
接
種
費
用
の
一
部
助
成
に
つ
い
て
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集団健診７月の日程集団健診７月の日程集団健診７月の日程
　健康政策課　　１階　  （２３）７６０１

日にち 会　場 対象地区

７月４日（木）

７月５日（金）

７月７日（日）

７月９日（火）

７月 18 日（木）

７月 20 日（土）

７月 28 日（日）

７月 29 日（月）

７月 30 日（火）

７月 31 日（水）

大田原東地区公民館

金田北地区公民館

佐久山小学校

須賀川集会所

湯津上農村環境改善センター

黒羽保健センター ※

親園中学校

両郷地区公民館

奥沢小学校

蛭田小学校

新屋敷･新道･小泉･大和久

富池･乙連沢

岩井町･桜町･上町･仲町･荒町

須賀川地区

湯津上全地区

川西地区

親園南区･滝沢･花園

両郷地区

鹿畑･倉骨

湯津上全地区

●受付時間　午前８時～ 10時
※予約人数によって受付開始時間が変更になることがあります。

●「特定健康診査」または「後期高齢者健診」を受診
　する方は、「保険証」と「特定健康診査受診券」をご
　持参ください。
●申し込んだ日程を変更する方やまだ申し込みを
　していない方は、担当までご連絡ください。変
　更のご連絡がない場合、ご希望の日に受診でき
　ないことがあります。
●市の健診は１年に１回の受診です。市民健康診
　査および国民健康保険の人間ドック・脳ドック
　で受診した項目は、重複して受診できません。

市内に避難されている方が現在の健康状態を確認
できるよう、市内で実施している集団健診を受診
することができます。ご希望の方はぜひお申し込
みください。詳しくはお問い合わせください。

東日本大震災で避難されている方の集団健診東日本大震災で避難されている方の集団健診

●
検
査
日
時　

毎
週
火
曜
日

午
後
３
時
〜
４
時

（
１
回
６
名
ま
で
。
要
予
約
）

●
場
所　

県
北
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー（
住
吉
町
２‐

14‐

９
）

●
検
査
内
容　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
、

　

性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
抗
原
検
査
、

梅
毒
抗
体
検
査
、
淋
菌
抗
原

検
査

●
検
査
結
果
に
つ
い
て

受
検
者
に
県
北
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
ま
で
お
越
し
い
た
だ

き
、
受
検
者
本
人
に
直
接
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

代
理
の
方
や
電
話
で
の
お
知

ら
せ
は
一
切
行
い
ま
せ
ん
。

　
　
　

県
北
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　

健
康
対
策
課

　
　
　
（
２
２
）２
６
７
９

●
日
時

　

毎
月
第
２
・
４
火
曜
日　

午

前
11
時
〜
11
時
30
分　
（
８
月

13
日
・
２
月
11
日
は
除
く
）

●
場
所　

県
北
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー（
住
吉
町
２‐

14‐
９
）

●
登
録
受
付
時
に
行
う
こ
と

　

問
診
、
血
圧
測
定
、
採
血

●
登
録
要
件

 

・
骨
髄
提
供
の
内
容
に
つ
い
て

十
分
理
解
さ
れ
て
い
る
方

 

・
年
齢
が
満
18
歳
以
上
、
54
歳

以
下
で
健
康
な
方

 

・
体
重
が
男
性
45
㎏
以
上
、
女

性
40
㎏
以
上
の
方

 

・
骨
髄
提
供
に
つ
い
て
家
族
の

同
意
を
得
て
い
る
方

●
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
直

接
窓
口
で
事
前
に
予
約
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

県
北
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　

健
康
対
策
課

　
　
　
（
２
２
）２
６
７
９

●
日
時　

６
月
15
日（
土
）

午
前
10
時
〜
12
時

●
場
所

勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
相
談
内
容

人
工
内
耳
・
補
聴
器
の
相
談

　

難
聴
者
の
各
種
相
談
な
ど

●
対
象　

病
気
や
事
故
、
高
齢

な
ど
で
難
聴
に
な
っ
た
方

●
費
用　

無
料

●
主
催　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
栃
木
県

　

中
途
失
聴
・
難
聴
者
協
会

　
　
　

県
難
聴
者
協
会
事
務
所

　
　
　

０
２
８
５（
５
１
）１
３
２
５

　

人
生
の
途
中
で
耳
が
不
自
由

に
な
っ
た
方
や
、
聞
こ
え
に
く

い
方
た
ち
の
た
め
に
手
話
を

習
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

※

手
話
通
訳
者
を
目
指
す
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
日
時　

６
月
28
日（
金
）〜
平

成
26
年
１
月
31
日（
金
）

基
本
的
に
毎
月
第
１
・
３
金

曜
日
の
午
前
10
時
〜
正
午

（
全
15
回
）

●
場
所　

市
役
所
東
別
館
会
議
室

●
対
象　

市
内
在
住
で
、
聞
こ

　

え
に
く
い
方
た
ち
の
ご
家
族

や
関
係
者
の
方

●
定
員　

10
名

●
費
用　

１
２
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

●
申
込
期
限　

６
月
14
日（
金
）

　
　
　

福
祉
課　
　

１
階

　
　
　
（
２
３
）８
９
２
１

　
「
障
害
者
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
」

と
は
障
害
の
あ
る
方
が
気
軽
に

集
ま
り
交
流
を
図
れ
る
場
で
す
。

　

気
軽
に
参
加
し
、
日
ご
ろ
感

じ
て
い
る
こ
と
を
自
由
に
お
話

し
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

毎
月
第
４
水
曜
日

 

・
６
月
の
予
定　

６
月
26
日（
水
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

●
場
所　

湯
津
上
庁
舎　

１
０

６
会
議
室

●
内
容　

障
害
の
あ
る
方
の
交

　

流
・
意
見
交
換
な
ど

　
　

福
祉
課　
　

１
階

　
　
　
（
２
３
）８
９
２
１

県
北
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

骨
髄
提
供
希
望
者
の
登

録
受
付

人
工
内
耳
・
補
聴
器
・

難
聴
者
の
個
別
相
談
会

難
聴
者
の
た
め
の
手
話

教
室

「
障
害
者
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
」

　

開
催

県
北
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

性
感
染
症
検
査

※当初予定の会場から変更になりました。
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特　

集

子
育
て

健
康
・
福
祉

く
ら
し

年
金
・
国
保

教
養
・
文
化

教　

育

ス
ポ
ー
ツ

税

産　

業

イ
ベ
ン
ト

地
域
の

ひ
ろ
ば

ト
ピ
ッ
ク
ス

健
康

お
お
た
わ
ら
塾

●
日
時　

９
月
29
日（
日
）　

午
前
８
時
30
分
〜

（
小
雨
決
行
・
荒
天
の
場
合
は

中
止
）

●
場
所　

県
総
合
運
動
公
園
な
ど

●
競
技
種
目

陸
上
競
技
、卓
球
、ア
ー
チ
ェ

リ
ー
、フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス

ク
、水
泳
、サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ

ル
テ
ニ
ス
、グ
ラ
ン
ド
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
、ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、車

椅
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

●
対
象　

平
成
25
年
４
月
１
日

現
在
で
満
12
歳
以
上
の
県
内

に
居
住
す
る
身
体
障
害
者
お

よ
び
知
的
障
害
者

●
申
込
方
法　

６
月
６
日（
木
）

ま
で
に
市
福
祉
課
福
祉
支
援

係
へ
申
し
込
み（
学
校
や
施
設

な
ど
に
所
属
す
る
方
は
学
校

や
施
設
へ
申
し
込
み
）

　

県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
　
　

０
２
８（
６
２
４
）２
７
６
１

　
　
　

市
福
祉
課

　
　
　
（
２
３
）８
９
２
１

●
日
時　

７
月
18
日（
木
）

①
第
１
集
合
地
：
那
須
町
文
化

セ
ン
タ
ー（
午
前
８
時
集
合
、

午
後
４
時
50
分
解
散
）

②
第
２
集
合
地
：
那
須
野
が
原

ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

（
午
前
８
時
10
分
集
合
、
午
後

４
時
40
分
解
散
）

③
第
３
集
合
地
：
那
須
野
が
原

公
園（
午
前
８
時
50
分
集
合
、

午
後
４
時
10
分
解
散
）

※

希
望
す
る
集
合
地
を
は
が
き

に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

●
見
学
施
設　

農
業
試
験
場
、
美
術
館

※

昼
食
は
、道
の
駅
う
つ
の
み
や

ろ
ま
ん
ち
っ
く
村（
各
自
自
由
）

●
対
象　

大
田
原
市
、
那
須
塩

原
市
お
よ
び
那
須
町
に
お
住

ま
い
の
方

●
定
員　

50
人

※

定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

●
申
込
方
法　

６
月
28
日（
金
）

ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に
参

加
者
全
員（
１
枚
で
２
人
ま

で
）の
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
・
年
齢
・
希
望
集
合
地
を

記
入
の
上
、
左
記
ま
で
申
し

込
み（
当
日
消
印
有
効
）

　
　
　

県
広
報
課
県
民
プ
ラ
ザ
室

　

〒
３
２
０‐

８
５
０
１

（
住
所
記
載
不
要
）

　

 　
　

０
２
８（
６
２
３
）

　
　

３
７
６
６

　『
あ
な
た
こ
そ
　
無
事
故
を
担
う

司
令
塔
』

●
危
険
物
事
故
防
止
に
関
す
る

重
点
実
施
項
目

①
危
険
物
施
設
に
お
け
る
保
安

体
制
の
整
備
促
進

②
危
険
物
に
関
す
る
知
識
の
啓

発
普
及

③
危
険
物
保
安
功
労
者
の
表
彰

●
大
田
原
危
険
物
保
安
協
会
主

催
に
よ
る
消
火
競
技
会

 
・
日
時　

６
月
６
日（
木
）

午
前
９
時
30
分

 

・
場
所　

蛇
尾
川
緑
地
公
園

　
　

大
田
原
地
区
広
域
消
防
組
合

　
　

消
防
本
部
予
防
課

　
　
　
（
２
２
）３
０
１
６

　　

こ
れ
か
ら
梅
雨
や
台
風
に
よ

る
大
雨
の
季
節
を
迎
え
、
土
石

流
、
地
す
べ
り
、
が
け
崩
れ
な

ど
の
土
砂
災
害
が
発
生
し
や
す

く
な
り
ま
す
。

　

土
砂
災
害
か
ら
大
切
な
家
庭

を
守
る
た
め
、
日
頃
か
ら
気
象

情
報
に
注
意
し
、
安
全
な
避
難

場
所
を
確
認
す
る
な
ど
、
土
砂

災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
期
間

６
月
１
日（
土
）〜
30
日（
日
）

　
　

県
大
田
原
土
木
事
務
所

　
　
　
（
２
３
）５
８
８
２　

　
　

市
危
機
管
理
課　
　

２
階

　
　
　
（
２
３
）１
１
１
５

　

６
月
２
日（
日
）〜
８
日

（
土
）は「
危
険
物
安
全

週
間
」で
す

「
県
民
バ
ス
」

参
加
者
募
集

第
９
回
栃
木
県

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

参
加
選
手
募
集

土
砂
災
害
防
止
月
間

「
み
ん
な
で
防
ご
う

土
砂
災
害
」

●「大田原市安全安心メール」の登録をしましょう！
皆さんが安全で安心な生活を送るための情報提供として、「大田原市安全安心
メール」を配信しています。
○情報を受信するには？
 ・携帯電話やパソコンから　　mail@ohtawara-anzen.jp　に空メールを送ると
自動登録されます。（登録完了のメールは配信しません）
 ・ ＱＲコードを携帯電話のバーコードリーダーで読み取れば、さらに簡単に登
録できます。
○どんな情報が分かるの？
 ・震度４以上の地震情報　 ・ダム放流などの河川情報
 ・大雨洪水警報などの気象警報、土砂災害警戒情報
 ・子どもを守るための不審者情報
 ・子どもや高齢者などの所在不明事案に伴う協力依頼
 ・振り込め詐欺や車上狙いなど犯罪発生情報
 ・ひき逃げや大規模交通事故などの交通情報
 ・その他、市から皆さんに知っていただきたい情報
○お金はかかるの？
情報提供料は「無料」ですが、空メール送信時や情報受信時のパケット代金が
かかります。（１件につき１円～２円程度）

■問い合わせ　危機管理課　　　２階　
　　　　　　　　　　　　　（２３）１１１５

災害に備えましょう！

く
ら
し
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●
出
展
作
家（
敬
称
略
）

・

特
別
招
待

　

勝
城
蒼
鳳
、
酒
井
真
沙

・

招
聘
作
家　

菊
地
伸
治
、
岩

　

佐
徹
、
上
田
快
、
富
田
眞
州
、

株
田
昌
彦
、
青
木
三
四
郎
、

原
透
、
吉
田
正
純
、
小
林
裕

児
、
藤
沼
多
門
、
田
中
定
一
、

髙
橋
勝
、
本
多
正
直
、
須
藤

博
志
、
金
森
良
泰
、
石
川
幸

二
、
岡
﨑
昭
夫
、
橋
本
正
司
、

芝
田
典
子
、
鈴
木
武
右
衛
門
、

青
木
俊
子
、
豊
田
晴
彦
、
中

村
義
孝
、
渡
辺
忍
、
上
條
陽

子
、
赤
羽
カ
オ
ル
、
小
久
保

裕
、
入
江
観
、
ジ
ェ
シ
ー
・

サ
ス
ベ
リ
ー（
米
国
）、
李
・

宣
周（
韓
国
）、Ｈ
ｏ 

Ｈ
ａ
ｅ 

Ｒ
ａ
ｎ（
韓
国
）、
シ
ン
・
ウ

ン
ソ
ク（
韓
国
）、Ｓ
ｕ
ｎ
ｇ 

Ｄ
ｏ
ｎ
ｇ 
Ｈ
ｕ
ｎ（
韓
国
）Ｍ

ｉ
ｈ
ａ
ｉ
ｌ
ｏ
ｖ
ｉ
ｃ
ｈ 

Ｙ

ａ
ｋ
ｕ
ｓ
ｈ
ｅ
ｎ
ｋ
ｏ 
Ａ
ｌ

ｅ
ｘ
ｅ
ｉ（
ウ
ク
ラ
イ
ナ
）、

大
成
哲
、
頼
・
永
興（
台
湾
）、

劉
・
拍
村（
台
湾
）、
シ
ル
ビ

ー
・
ル
ジ
ュ
ン
ヌ（
仏
国
）、

ホ
ウ
・
シ
ュ
ウ
ギ（
中
国
）、

費
・
明
宇（
中
国
）、
登
坂
秀

雄
、
田
中
茂
、
横
山
徹
、
玉

川
信
一
、
大
原
央
聡
、
西
村

大
喜
、
遊
馬
賢
一
、
石
松
豊

秋
、
市
野
英
樹
、
岡
田
忠
明

　

こ
の
ほ
か
協
賛
作
家
約
20
名

●
日
時　

６
月
22
日（
土
）〜
７

月
15
日（
月
・
祝
）午
前
10
時

〜
午
後
４
時
30
分（
最
終
日
は

午
後
１
時
ま
で
）

●
場
所　

市
黒
羽
支
所
、
た
ま

ち
蔵
屋
敷
、
旧
黒
羽
庁
舎
跡

地
、
桜
馬
場
公
園
、
ホ
テ
ル

花
月
、
猪
股
英
毅
邸
、
黒
羽

藍
染
紺
屋

●
関
連
イ
ベ
ン
ト　

特
別
講
演
、

コ
ン
サ
ー
ト
、
映
画
上
映
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

６
月
21
日（
金
）飾
り
付
け

　

７
月
15
日（
月
）片
付
け

　
　
　

街
か
ど
美
術
館
運
営
委
員
会

　
　
　

会
長　

下
地  

敏
邦

　
　
　

０
９
０（
２
２
２
７
）８
１
０
９

  　

市
文
化
振
興
課

　
　
　
（
９
８
）３
７
６
８

●
日
時

　

６
月
23
日（
日
）午
前
10
時
開
会

●
場
所　

ホ
テ
ル
花
月　

　
　
（
５
４
）１
１
０
５

●
作
品

　

１
句（
大
会
当
日
に
題
を
発
表
）

●
選
者（
敬
称
略
）

　

黒
田
杏
子（
く
ろ
だ
も
も
こ
）

　

星
野
椿（
ほ
し
の
つ
ば
き
）

　

橋
本
榮
治（
は
し
も
と
え
い
じ
）

　

正
木
ゆ
う
子（
ま
さ
き
ゆ
う
こ
）

　

宋
岳
人（
そ
う
が
く
じ
ん
）

●
表
彰

自
由
題
・
席
題
の
部
の
各
入

賞
者（
推
薦
・
特
選
・
秀
逸
）

に
選
者
賞
・
主
催
者
賞
・
後

援
団
体
賞
な
ど

●
講
演
会（
敬
称
略
）

　

講
師　

谷
地  

快
一  

氏

（
東
洋
大
学
教
授
）

  「

旅
は
芭
蕉
に
何
を
も
た
ら
し
た
か‐

　

『お
く
の
ほ
そ
道
』を
軸
に
し
て-

」

●
参
加
申
込

大
会
当
日
午
前
10
時
ま
で
に

会
場
で
申
し
込
み
。　

●
参
加
費

５
０
０
円（
当
日
受
付
、
昼
食

希
望
者
は
別
途
１
０
０
０
円
）

●
主
催

黒
羽
芭
蕉
の
里
全
国
俳
句
大

会
実
行
委
員
会
･
大
田
原
市
・

大
田
原
市
教
育
委
員
会

●
後
援

栃
木
県
・
朝
日
新
聞
宇
都
宮

総
局
・
下
野
新
聞
社
・
栃
木

県
俳
句
作
家
協
会

※

不
明
な
点
は
事
務
局
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

黒
羽
芭
蕉
の
里
全
国
俳
句
大
会

　

事
務
局（
文
化
振
興
課
内
）

　
　
　
（
９
８
）３
７
６
８

ぶ
ら
り 

ぶ
ら
り

美
術
散
歩 

イ
ン
黒
羽

第
24
回
黒
羽
芭
蕉
の
里

全
国
俳
句
大
会

（
席
題
の
部
）

消費生活センター情報 ≪健康食品の送りつけ商法に注意してください！≫
た覚えがないということであれば、安易に支払わない
よう注意しなければなりません。代金さえ支払わなけ
れば、場合によっては、送りつけ商法（ネガティブオプ
ション）として受け取りを拒否することもできるので
す。このような被害が起きないようにするために最も
大切なことは、誰もが、身に覚えのない請求や、勧誘
に対し毅然と対応することです。
　また、万が一に相手に訴えられたとしても、裁判官
が両者の言い分に沿って適切に判断してくれますので、
訴えられることを恐れる必要はありません。このよう
なケースで訴えられたという記録は見当たりません。
逆に、一度でも納得しないままお金を支払ったりして
しまうと、その情報が悪意のある業者に流れ、格好の
カモとして、さまざまな名目や方法で要求がエスカ
レートしていくことが考えられます。
　私たち消費生活センターは、いつでも、皆さんが毅
然とした対応をとれるようお手伝いします。お気楽に
ご相談ください。

●健康食品の送り付け商法が増えています！

　昨年７月頃から、注文した覚えのない、健康食品の
代引きによる送りつけに関する相談が急増しており、
４月だけで既に昨年度１年間の半分を超える相談が寄
せられています。
　手口は、「注文を受けた健康食品の準備が出来たので
代引きで送る」というもので、注文した覚えがないと答
えると、「確かに注文を受けた、録音もしてある」、「裁判
に出してもいいんだ」などと強引な口調で言われるもの
です。
　また、ほとんどのケースで、注文を受けたのが２カ
月以上前などと言われるので、記憶が曖昧になりかけ
た時期でもあり不安を煽られてしまいます。
　その結果、怖くなった、面倒なことに巻き込まれた
くない、などの理由で承諾してしまい、代金を支払っ
てしまうというケースが多く、相談が急増する要因と
もなっています。

　このようなケースでは、代金を支払うことにより注
文したと見なされることがありますので、全く注文し

大田原市消費生活センター
  大田原市住吉町1‐9‐37　　（２３）６２３６
　相談受付　　9:00 ～ 12:00、13:00 ～ 16:00
　　　　　　　※土・日・祝日を除く　　

送り付け商法に騙されないためには…

教
養
・
文
化
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特　

集

子
育
て

健
康
・
福
祉

く
ら
し

年
金
・
国
保

教
養
・
文
化

教　

育

ス
ポ
ー
ツ

税

産　

業

イ
ベ
ン
ト

地
域
の

ひ
ろ
ば

ト
ピ
ッ
ク
ス

健
康

お
お
た
わ
ら
塾

　

保
存
す
る
貴
重
な
資
料
を「
ム

シ
」や「
カ
ビ
」か
ら
守
る
た
め
、

館
内
の
収
蔵
庫
や
展
示
室
を
く

ん
蒸
消
毒
し
ま
す
。

●
休
館
期
間　

７
月
８
日（
月
）〜
12
日（
金
）

●
休
館
施
設　

那
須
与
一
伝
承
館
全
館（
与
一

伝
承
館
・
竹
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
・
多
目
的
ホ
ー
ル
）

　
　

那
須
与
一
伝
承
館

　
　
　
（
２
０
）０
２
２
０

大
田
原
市
ゴ
ル
フ
の
ま
ち
づ

く
り
実
行
委
員
会
で
は
、
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
ゴ
ル
フ
客
の

誘
客
に
よ
る
産
業
振
興
を
目
的

と
し
て
、
市
内
ゴ
ル
フ
場
に
お

い
て「
ロ
ン
グ
ラ
ン
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
」を
開
催
し
ま
す
。

●
決
勝
大
会　

那
須
黒
羽
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ　

11
月
６
日（
水
）

●
予
選
会

 

・
那
須
野
ヶ
原
カ
ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ　

７
月
１
日（
月
）

　
　
（
２
３
）１
１
０
１

 

・
琵
琶
池
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

７
月
25
日（
木
）

　
（
２
８
）２
６
２
５

 

・
ア
イ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
パ
ー
ク

東
那
須　

８
月
１
日（
木
）

　
（
９
８
）２
２
１
１

 

・
千
成
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

９
月
５
日（
木
）

　
（
２
８
）１
１
０
０

 
・
大
田
原
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

９
月
12
日（
木
）

　
（
５
４
）２
１
２
１

 

・
那
須
黒
羽
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

９
月
19
日（
木
）

　
（
５
４
）２
１
３
１

 

・
ニ
ュ
ー
・
セ
ン
ト
ア
ン
ド

リ
ュ
ー
ス
・
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
・

ジ
ャ
パ
ン　

９
月
24
日（
火
）

　
（
２
８
）１
１
９
１

 

・
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ッ
ド　

10
月
３
日（
木
）

　
（
５
４
）２
０
０
０

●
参
加
資
格　

ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。

（
市
外
の
方
も
参
加
可
）

●
参
加
方
法　

参
加
希
望
す
る

予
選
会
場
に
直
接
ま
た
は
電

話
で
申
し
込
み

　

１
つ
の
予
選
会
で
最
大
26
名

が
決
勝
大
会
に
進
出

①
グ
ロ
ス
全
体
上
位
者
２
名
・

シ
ニ
ア
２
名
・
女
性
２
名

②
ネ
ッ
ト
上
位
者
７
名（
グ
ロ
ス

上
位
者
を
除
く
）

③
上
記
の
①
、②
の
上
位
者
が
指

名
し
た
同
一
予
選
会
同
組
の

同
伴
者
13
名

※

予
選
会
は
複
数
回
参
加
が
可

能
で
す
。

●
競
技
方
法　

予
選
・
決
勝
と

も
に
18
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク

プ
レ
ー
新
ペ
リ
ア
方
式

●
参
加
費　

予
選
会
・
決
勝
大

会
と
も
各
１
０
０
０
円

（
別
途
プ
レ
ー
費
が
必
要
に
な

り
ま
す
）

●
賞
品

○
予
選
会

ネ
ッ
ト
、
グ
ロ
ス
で
そ
れ
ぞ

れ
賞
品
を
進
呈
。

○
決
勝
大
会

 

・
ネ
ッ
ト
、
グ
ロ
ス
優
勝
者
に

は
、
お
お
た
わ
ら
カ
ッ
プ
、

副
賞
を
進
呈
。

 
・
そ
の
他
飛
賞
で
賞
品
を
進
呈

 
・
特
別
賞
と
し
て
決
勝
大
会
参

加
者
の
中
か
ら
抽
選
で
旅
行

券
を
進
呈
。

　
　
　

各
市
内
予
選
開
催
ゴ
ル

　
　

フ
場

　
　

市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　
　
（
２
２
）８
０
１
７

●
期
日　

８
月
29
日（
木
）

●
コ
ー
ス　

那
須
野
ヶ
原
カ
ン

ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

●
参
加
資
格　

市
内
在
住
・
在
勤
の
方

●
競
技
方
法　

18
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ

レ
ー
ス
ク
ラ
ッ
チ
競
技

●
部
門　

男
子
の
部
、
女
子
の

部（
年
齢
に
よ
る
区
別
な
し
）

●
参
加
費　
　

 

・
プ
レ
ー
代　

５
５
０
０
円

（
昼
食
代
含
む
）

 

・
参
加
代　
　

２
０
０
０
円

（
併
せ
て
当
日
徴
収
）

●
使
用
テ
ィ
ー

　

男
子
：
バ
ッ
ク
テ
ィ
ー

　

女
子
：
レ
ギ
ュ
ラ
ー
テ
ィ
ー

●
定
員　

１
０
０
名　

※

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

●
表
彰　

優
勝
、
準
優
勝
、

３
位
〜
10
位
、
そ
の
他
飛
賞

●
申
込
方
法　

那
須
野
ヶ
原
カ

ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
へ
８
月
５
日

（
月
）ま
で
に
直
接
申
し
込
み

　
　
　

那
須
野
ヶ
原
カ
ン
ト
リ 

ー

　
　

ク
ラ
ブ

　
　
　
（
２
３
）１
１
０
１

　
　

市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　
　
（
２
２
）８
０
１
７

●
コ
ー
ス　

琵
琶
池
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

●
期
日　

８
月
18
日（
日
）

●
参
加
資
格　

県
内
企
業

●
競
技
方
法　

原
則
１
チ
ー
ム
４
名
と
し
、

チ
ー
ム
上
位
３
名
の
ネ
ッ
ト

ス
コ
ア
合
計
で
順
位
決
定
。

18
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ

レ
ー
、
オ
ー
ル
６
イ
ン
チ
の

ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
採
用
。

※

１
企
業
複
数
チ
ー
ム
参
加
可

●
部
門

　

団
体
の
部（
ペ
リ
ア
）

　

個
人
の
部（
新
ペ
リ
ア
）

●
参
加
費　

 

・
プ
レ
ー
代　

８
５
０
０
円

  （
セ
ル
フ
プ
レ
ー
、
昼
食
代
、

諸
経
費
含
む
）

 

・
参
加
代　

１
人
１
０
０
０
円

  （
併
せ
て
当
日
徴
収
）

●
使
用
テ
ィ
ー　

男
子
：
レ
ギ
ュ

ラ
ー
、
女
子
：
レ
デ
ィ
ー
ス
、

70
歳
以
上
：
シ
ニ
ア

●
定
員　

１
２
０
名

※

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

●
申
込
方
法　

琵
琶
池
ゴ
ル
フ

倶
楽
部
へ
８
月
９
日（
金
）ま

で
に
直
接
申
し
込
み

　
　
　
（
２
８
）２
６
２
５

　
　

市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　
　
（
２
２
）８
０
１
７

2013

市
長
杯
争
奪

第
４
回
企
業
対
抗

ゴ
ル
フ
選
手
権
大
会

那
須
与
一
伝
承
館

休
館
の
お
知
ら
せ

2013

ロ
ン
グ
ラ
ン
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ「
ゴ
ル
フ
の
ま
ち

お
お
た
わ
ら
カ
ッ
プ
」

市
長
杯
争
奪2013

ゴ
ル
フ
の
ま
ち
お
お
た

わ
ら
№
１
決
定
戦

ス
ポ
ー
ツ
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●
対
象　

市
内
の
小
学
４
〜
６
年
生
、

中
学
生

●
定
員　

20
人（
先
着
申
込
順
）

●
日
時　

７
月
22
日
〜
８
月
26

日
の
月
・
木
曜
日　

全
８
回

い
ず
れ
も
午
後
３
時
〜
５
時

●
場
所　

ニ
ュ
ー
・
セ
ン
ト
ア

ン
ド
リ
ュ
ー
ス
ゴ
ル
フ
ク
ラ

ブ
・
ジ
ャ
パ
ン

※

大
田
原
市
役
所
、
黒
羽
支
所
、

湯
津
上
支
所
か
ら
会
場
ま
で

は
市
有
バ
ス
で
送
迎

●
参
加
費　

５
０
０
０
円

●
そ
の
他　

ク
ラ
ブ
は
無
償
貸

与
あ
り
。
個
人
で
お
持
ち
の

方
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

●
申
込
方
法　

６
月
10
日（
月
）〜
７
月
５
日

（
金
）に
左
記
ま
で
参
加
費
を

添
え
て
直
接
申
し
込
み（
平
日

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分
）

　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　
　
（
２
２
）８
０
１
７

●
日
時（
予
定
）

７
月
20
日（
土
）、
21
日（
日
）

８
月
３
日（
土
）、
４
日（
日
）

10
日（
土
）、
11
日（
日
）

17
日（
土
）、
18
日（
日
）

24
日（
土
）、
25
日（
日
）

  《
全
10
回
予
定
》

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

※

天
候
の
状
況
に
よ
り
プ
ー
ル

を
開
設
で
き
な
い
場
合
は
中

止
と
な
り
ま
す
。

●
場
所　

美
原
公
園
水
泳
プ
ー
ル

●
対
象　

市
内
の
小
学
１
〜
３
年
生
で

泳
げ
な
い
児
童

●
定
員　

30
名（
先
着
順
）

●
参
加
料

　

１
３
０
０
円（
水
泳
帽
、
保
険

加
入
料
な
ど
含
む
）

●
講
師　

大
田
原
市
体
育
協
会

水
泳
部
員

●
申
込
方
法

６
月
27
日（
木
）〜
７
月
４
日

（
木
）に
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ま

で
申
し
込
み（
平
日
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）

※

定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

※

申
し
込
み
は
ひ
と
り
に
つ
き

ひ
と
家
族
ま
で

※

定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、

７
月
９
日（
火
）ま
で
受
け
付

け（
平
日
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分
）

●
主
催　

大
田
原
市
教
育
委
員
会

大
田
原
市
体
育
協
会

●
そ
の
他　

 

・
教
室
開
催
中
は
保
護
者
同
伴

 

・
受
付
時
ま
で
に
水
泳
キ
ャ
ッ

プ
の
サ
イ
ズ
を
計
っ
て
き
て

く
だ
さ
い
。

　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　
　
（
２
２
）８
０
１
７

●
期
日　

６
月
28
日（
金
）〜
７

月
12
日（
金
）の
火
・
金
曜
日

全
５
回

●
場
所　

若
草
中
学
校
相
撲
場

●
受
講
料　

無
料

（
傷
害
保
険
料
の
み
別
途
徴
収
）

●
定
員　

那
須
地
区
小
学
生
20
名

※
栃
木
県
少
年
相
撲
大
会（
７
月

14
日
開
催
）を
目
標
に
参
加
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

●
講
師　

那
須
地
区
体
協
専
門

部
お
よ
び
大
田
原
市
相
撲
連

盟
指
導
者

●
申
込
方
法

　

６
月
20
日（
木
）ま
で
に
左
記

へ
電
話
で
申
し
込
み

　
　
　

那
須
地
区
体
育
協
会

　
　
　

０
８
０（
１
３
３
４
）０
０
０
２

　
　

市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　
　
（
２
２
）８
０
１
７

　　

相
撲
文
化
に
触
れ
、
地
域
の

子
ど
も
た
ち
の
生
き
生
き
と
し

た
姿
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

あ
わ
せ
て
相
撲
の
ま
ち
づ
く
り

の
一
環
と
し
て
ち
ゃ
ん
こ
の
ふ

る
ま
い
を
行
い
ま
す
。

●
日
時　

６
月
23
日（
日
）

午
前
８
時
15
分
開
会

●
場
所　

美
原
公
園
相
撲
場

●
内
容

団
体
の
部　

午
前
８
時
45
分
〜

個
人
の
部　

午
前
11
時
〜

ち
ゃ
ん
こ
ふ
る
ま
い　

正
午
〜

　
　

　
　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　
　
（
２
２
）８
０
１
７

　

市
民
の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
観
戦

し
ま
し
ょ
う
。

●
日
時　

６
月
29
日（
土
）

午
後
６
時
キ
ッ
ク
オ
フ

●
場
所　

栃
木
県
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ジ
ア

ム（
宇
都
宮
市
）

●
対
戦
チ
ー
ム　

京
都
サ
ン
ガ
Ｆ
Ｃ

●
参
加
料

 

・
市
内
小
中
学
生
は
栃
木
Ｓ
Ｃ

招
待
の
た
め
無
料

※

市
内
小
中
学
生
は
教
育
委
員

会
か
ら
市
内
小
中
学
校
・
サ
ッ

カ
ー
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
な
ど
に
、

通
知
募
集
し
て
い
ま
す
。

 

・
引
率
者
お
よ
び
一
般
の
方
は

当
日
券
を
各
自
購
入

●
そ
の
他　

キ
ッ
ク
オ
フ
時
に
大
田
原
市

長
の
激
励
挨
拶
が
あ
り
ま
す
。

　
　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　
　
（
２
２
）８
０
１
７

●
日
時　

７
月
７
日（
日
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時

●
場
所　

野
崎
中
学
校

●
主
催　

（
公
財
）日
本
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

協
会

　
　

大
田
原
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　

協
会　

　

審
判
部
長　

新
江  

俊
弘

　
　
　

０
９
０（
４
０
６
０
）０
３
７
３

ジ
ュ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
教
室

参
加
者
募
集

夏
休
み
ジ
ュ
ニ
ア

ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

那
須
地
区

小
学
生
相
撲
教
室

第
13
回
大
田
原
市

少
年
相
撲
大
会

栃
木
Ｓ
Ｃ
を
応
援
し
よ
う

６
月
29
日
は

｢

大
田
原
市
デ
ー｣

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

第
３
種
公
認
審
判
員

認
定
講
習
会
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特　

集

子
育
て

健
康
・
福
祉

く
ら
し

年
金
・
国
保

教
養
・
文
化

教　

育

ス
ポ
ー
ツ

税

産　

業

イ
ベ
ン
ト

地
域
の

ひ
ろ
ば

ト
ピ
ッ
ク
ス

健
康

お
お
た
わ
ら
塾

●
日
時　

11
月
23
日（
土
・
祝
）

　

午
前
７
時
〜
午
後
３
時
予
定

※

活
動
内
容
に
よ
り
集
合
時
間

が
早
朝
に
な
る
場
合
が
あ
り

●
活
動
内
容　

ラ
ン
ナ
ー
へ
の

給
水
、
コ
ー
ス（
沿
道
）の
整

理
、
大
会
会
場
で
の
受
け
付

け
・
手
荷
物
預
か
り
・
返
却
、

イ
ベ
ン
ト
補
助
な
ど

●
定
員　

３
５
０
名※

先
着
順
、

　

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

●
応
募
資
格

・

高
校
生
以
上
で
健
康
な
方

・

11
月
12
日（
火
）、
13
日（
水
）

　

に
開
催
す
る
い
ず
れ
か
の
業

　

務
説
明
会
に
出
席
で
き
る
方

●
そ
の
他　

ウ
イ
ン
ド
ブ
レ
ー

カ
ー
・
昼
食
な
ど
を
支
給（
報

酬
は
あ
り
ま
せ
ん
）

■
申
込
方
法　

６
月
３
日（
月
）

か
ら
左
記
ま
で
申
し
込
み（
平

日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分
）

　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　
　
（
２
２
）８
０
１
７

　

コ
ー
ス
上
に
８
カ
所
設
置
さ

れ
る
給
水
所
を
各
企
業（
団
体
）

に
お
任
せ
し
、
ラ
ン
ナ
ー
に
ド

リ
ン
ク
の
提
供
を
行
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

ラ
ン
ナ
ー
に
提
供
す
る
飲
み

物
、
使
用
す
る
物
品
な
ど
は
大

会
事
務
局
で
用
意
し
ま
す
の
で

負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
日
時　

11
月
23
日（
土
・
祝
）

　

午
前
７
時
〜
午
後
３
時
予
定

●
活
動
内
容　

給
水
所
の
設

置
・
片
付
け
・
ラ
ン
ナ
ー
へ

の
給
水
サ
ー
ビ
ス

●
定
員　

８
企
業（
団
体
）

※
１
カ
所
当
た
り
20
名
程
度
の

　

人
数
が
必
要
で
す
。

●
応
募
資
格

　

市
内
企
業
若
し
く
は
団
体

●
そ
の
他

　

ウ
イ
ン
ド
ブ
レ
ー
カ
ー
･
昼

　

食
な
ど
を
支
給
し
ま
す
。

　
（
報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん
）

■
申
込
方
法　

６
月
３
日（
月
）

か
ら
左
記
ま
で
申
し
込
み（
平

日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分
）

　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　
　
（
２
２
）８
０
１
７

　

大
田
原
市
農
業
公
社
で
は
、

平
成
25
年
度
第
１
回『
与
一
の
郷

ご
こ
ろ
便
』の
申
し
込
み
を
受
け

付
け
ま
す
。

　

市
内
で
生
産
さ
れ
る
新
鮮
な
農

産
物
を
、故
郷
の
香
り
と
と
も
に
、

懐
か
し
い
人
や
お
世
話
に
な
っ
た

人
に
贈
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
受
付
開
始　

６
月
10
日（
月
）か
ら

●
募
集
個
数

３
５
０
個（
先
着
順
で
受
け
付

け
、
募
集
個
数
に
な
り
次
第

締
め
切
り
）

●
予
定
農
産
物

米（
大
田
原
）、
三
五
八
漬
物

床
、
椎
茸
、
白
美
人
ね
ぎ
、

ニ
ラ
、
ト
マ
ト
、
茄
子
、
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
、
み
ず
菜
、
と

う
も
ろ
こ
し
、
味
噌
、
じ
ゃ

が
い
も
、
葉
生
姜
、
与
一
の

一
口
羊
か
ん
、
ミ
ニ
ト
マ
ト

な
ど
15
品
目

※

農
産
物
が
変
わ
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
料
金

　

１
個
５
０
０
０
円（
送
料
込
み
）

●
発
送
予
定
日　

７
月
19
日（
金
）

●
申
込
方
法

市
農
業
公
社
、市
役
所
、各
市

施
設
、市
内
の
那
須
野
農
業
協

同
組
合
各
支
店
の
窓
口
な
ど

に
備
え
て
あ
る
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、次
の

方
法
に
よ
り
お
申
し
込
み
。

  【
現
金
払
い
】　

申
込
書
と
と
も

に
大
田
原
市
農
業
公
社
へ
直

接
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

  【
振
込
払
い
】　

申
込
書
を
郵
送

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
送
付
し
て

く
だ
さ
い
。
代
金
は
指
定
口

座
へ
振
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
　
　

公
益
財
団
法
人
大
田
原

　
　
　

市
農
業
公
社

　

〒
３
２
４‐

０
０
４
１

　

大
田
原
市
本
町
１‐

３‐

３

　
　
　
（
２
３
）４
８
３
４

　
　
　
（
２
３
）４
８
５
７

●
内
容

○
と
う
も
ろ
こ
し
収
穫
、
料
理

 

・
日
時　

７
月
27
日（
土
）

　

午
前
９
時
〜

 

・
場
所　

湯
津
上
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー

 

・
募
集
人
数　

20
人

 

・
参
加
費　

１
０
０
０
円

○
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
収
穫
、
ジ
ャ

ム
作
り

 

・
日
時　

８
月
４
日（
日
）

　

午
前
９
時
〜
、
午
後
１
時
〜

 

・
場
所　

佐
良
土
多
目
的
交
流

セ
ン
タ
ー

 

・
募
集
人
数　

30
人

（
午
前
・
午
後
各
15
人
）

 

・
参
加
費　

１
０
０
０
円

※

詳
細
は
後
日
参
加
者
に
連
絡

し
ま
す
。

●
受
付
日
時

７
月
１
日（
月
）午
前
８
時
30

分
か
ら

※

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

●
申
込
方
法

大
田
原
市
農
業
公
社
ま
で
電
話

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
み
。

※

Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
・
生
年
月

日
・
希
望
す
る
内
容
を
明
記

し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

公
益
財
団
法
人
大
田
原

　
　
　

市
農
業
公
社

　
　
　
（
２
３
）４
８
３
４

　
　
　
（
２
３
）４
８
５
７

●
日
時　

７
月
７
日（
日
）午
前

　

９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

●
場
所　

金
田
北
地
区
公
民
館

●
内
容　

ピ
ザ
、
野
菜
ス
ー
プ
、

米
粉
プ
リ
ン
作
り
と
試
食

●
定
員　

市
内
在
住
の
親
子
10
組

●
参
加
費

１
０
０
０
円（
材
料
費
）

●
持
参
品

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

●
申
込
方
法　

６
月
28
日（
金
）ま
で
に
農
政

課
農
政
係
ま
で
電
話
で
申
し

込
み
。（
定
員
を
超
え
た
場
合

は
抽
選
）

●
主
催　

大
田
原
市
農
村
生
活

研
究
グ
ル
ー
プ
協
議
会

　
　
　

農
政
課　
　

３
階

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
８

大
田
原
マ
ラ
ソ
ン
大
会

企
業（
団
体
）向
け

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

『与
一
の
郷
ご
こ
ろ
便
』

申
込
受
付

大
田
原
マ
ラ
ソ
ン
大
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

大
田
原
市
農
業
公
社

農
業
体
験
参
加
者
募
集

親
子
体
験
教
室
参

加
者
募
集
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農
業
分
野
に
お
い
て
、
地
球

温
暖
化
防
止
や
生
物
多
様
性
保

全
な
ど
、
環
境
保
全
効
果
の
高

い
営
農
活
動
に
取
り
組
む
農
業

者
の
直
接
支
援
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

●
対
象
者

販
売
を
目
的
と
し
て
生
産
を

行
う
農
業
者
、
農
業
者
団
体

で
次
の
要
件
を
満
た
す
方

①
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
の
認
定
を

受
け
て
い
る

②
農
業
環
境
規
範
に
基
づ
く
点

検
を
行
っ
て
い
る

●
対
象
と
な
る
取
り
組
み

化
学
肥
料
、
化
学
合
成
農
薬

の
５
割
低
減
に
加
え
、
次
の

①
〜
④
の
取
り
組
み
ま
た
は

⑤
の
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
。

①
カ
バ
ー
ク
ロ
ッ
プ
②
堆
肥

の
施
用
③
冬
期
湛
水
管
理

④
草
生
栽
培
⑤
有
機
農
業

●
交
付
金　

10
ａ
あ
た
り
上
限
８
０
０
０
円

（
②
の
取
り
組
み
は
４
４
０
０
円
）

●
申
請
期
限

７
月
１
日（
月
）ま
で

　
　
　

農
政
課 　
　
　

３
階

　
　
　
（
２
３
）８
２
９
２

　　

中
小
企
業
の
皆
さ
ん
の
事
業
の

安
定
的
な
継
続
や
経
営
の
向
上
を

目
的
に
専
門
家
な
ど
に
よ
る
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。資
金
繰
り
の

ご
相
談
な
ど
、経
営
全
般
に
関
す

る
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、気
軽

に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
専
門
家
に
よ
る
経
営
相
談

 
・
相
談
員　

中
小
企
業
診
断
士

 

・
開
催
日　

８
月
、
11
月
、
２

月
の
第
３
木
曜
日

 

・
場
所　

栃
木
県
信
用
保
証
協
会

（
宇
都
宮
市
中
央
３‐

１‐

４
）

 

・
相
談
内
容　

経
営
全
般
に
関

す
る
相
談

●
経
営
支
援
担
当
に
よ
る
経
営

相
談
会

 

・
相
談
員　

中
小
企
業
診
断
士

の
資
格
を
有
す
る
職
員
な
ど

 

・
開
催
日　

毎
月
２
回（
第
１
、

第
３
木
曜
日
）

 

・
場
所　

栃
木
県
信
用
保
証
協
会

（
宇
都
宮
市
中
央
３‐

１‐

４
）

 

・
相
談
内
容　

資
金
繰
り
や
保
証
の
ご
利
用

に
関
す
る
相
談
な
ど

●
申
込
方
法　

事
前
に
左
記
ま
で

申
し
込
み（
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
の
申
し
込
み
も
可
）

　
　
　

栃
木
県
信
用
保
証
協
会

　
　

総
務
部
企
画
課　

　
　
　

０
２
８（
６
３
５
）２
１
２
１

●
訓
練
コ
ー
ス　

第
２
種
電
気

工
事
士
技
能
試
験
準
備
講
習
、

表
計
算
デ
ー
タ
処
理（
エ
ク
セ

ル2010

応
用
編
）、技
能
検
定

準
備
講
習
（
旋
盤
１
級
・
２

級
）、技
能
検
定
準
備
講
習（
フ

ラ
イ
ス
盤
１
級
・
２
級
）、３
次

元
機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ
基
礎
、３
次
元

機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ
応
用
、表
計
算

デ
ー
タ
処
理（
エ
ク
セ
ル2010

関
数
編
）、半
自
動
溶
接
、第
１

種
電
気
工
事
士
筆
記
試
験
準

備
講
習
、Ｐ
Ｏ
Ｐ
広
告
作
成
、

表
計
算
デ
ー
タ
処
理（
エ
ク
セ

ル2010

Ｖ
Ｂ
Ａ
基
礎
編
）

●
対
象　

企
業
・
団
体
に
お
勤

め
の
方
、
自
営
業
の
方

※
訓
練
期
間
、
募
集
期
間
、
定

員
、
受
講
料
に
つ
い
て
は
左

記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
　
　

栃
木
県
立
県
北
産
業
技

術
専
門
校

　
　
　

０
２
８
７（
６
４
）４
０
０
０

　

中
心
市
街
地
に
現
在
建
設
し

て
い
る「
中
央
通
り
地
区
市
街
地

再
開
発
ビ
ル（
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｏ‐

Ｔ
Ｏ

Ｋ
Ｏ
お
お
た
わ
ら
）」１
階
の
農

産
物
直
売
所
へ
、
新
鮮
で
お
い

し
い
野
菜
や
加
工
品
を
卸
し
て

い
た
だ
け
る
農
産
物
生
産
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

第
一
次
募
集
の
締
め
切
り
は

６
月
28
日（
金
）ま
で
。
な
お
、

直
売
所
の
オ
ー
プ
ン
は
10
月
中

旬
予
定
で
す
。

※

詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
（
株
）大
田
原
ま
ち
づ
く
り

　

カ
ン
パ
ニ
ー

　
　
　
（
４
７
）７
３
７
０

●
受
験
資
格

①
平
成
25
年
４
月
１
日
に
お
い
て

高
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を

卒
業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算

し
て
３
年
を
経
過
し
て
い
な
い

者
お
よ
び
平
成
26
年
３
月
ま
で

に
高
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校

卒
業
見
込
み
の
者

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
に

準
ず
る
と
認
め
る
者

●
試
験
の
程
度

高
等
学
校
卒
業
程
度

●
試
験
申
込
方
法
な
ど

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込

 
・
申
込
期
間　

６
月
24
日（
月
）

午
前
９
時
〜
７
月
３
日（
水
）

 

・
申
込
方
法　

次
の
ア
ド
レ
ス

へ
ア
ク
セ
ス
し
て
、
説
明
に

従
い
入
力

http://w
w
w
.jinji-shike

n.go.jp/juken.htm
l

○
郵
送
ま
た
は
持
参

 

・
申
込
期
間

　

６
月
24
日（
月
）〜
28
日（
金
）

 

・
申
込
方
法　

人
事
院
関
東
事
務
局（
〒
３
３

０‐

９
７
１
２　

埼
玉
県
さ

い
た
ま
市
中
央
区
新
都
心
１

‐

１
さ
い
た
ま
新
都
心
合
同

庁
舎
１
号
館
）に
申
し
込
み

●
受
験
申
込
請
求
先

関
東
信
越
国
税
局
人
事
第
二
課

ま
た
は
人
事
院
関
東
事
務
局

●
試
験
日

 

・
一
次
試
験　

９
月
８
日（
日
）

 

・
二
次
試
験

　

10
月
17
日（
木
）〜
25
日（
金
）

の
い
ず
れ
か
一
次
試
験
合
格

通
知
書
で
指
定
す
る
日
時

●
合
格
者
発
表
日

 

・
一
次
試
験　

10
月
10
日（
木
）

 

・
最
終
合
格
発
表　

11
月
19
日（
火
）

　
○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
に
関

す
る
問
い
合
わ
せ

人
事
院
人
材
局
試
験
課

　
　
　

０
３（
３
５
８
１
）５
３
１
１

○
右
記
以
外
の
問
い
合
わ
せ

関
東
信
越
国
税
局
人
事

第
二
課
試
験
係　

　
　
　

０
４
８（
６
０
０
）３
１
１
１

栃
木
県
立
県
北
産
業
技
術

専
門
校 

技
能
向
上
コ
ー
ス

受
講
者
募
集

自
慢
の
野
菜
を

販
売
し
ま
せ
ん
か

環
境
保
全
型
農
業

直
接
支
援
対
策
事
業

栃
木
県
信
用
保
証
協
会

経
営
相
談
会
の
開
催

平
成
25
年
度

税
務
職
員
採
用
試
験
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特　

集

子
育
て

健
康
・
福
祉

く
ら
し

年
金
・
国
保

教
養
・
文
化

教　

育

ス
ポ
ー
ツ

税

産　

業

イ
ベ
ン
ト

地
域
の

ひ
ろ
ば

ト
ピ
ッ
ク
ス

健
康

お
お
た
わ
ら
塾

年
金
を
受
給
し
て
い
る

65
歳
以
上
の
方
の
特
別

徴
収
制
度
に
つ
い
て

期別および
支給月
年税額

算出方法

１期
（６月）

２期
（８月）

年税額の1/2を普通徴収 年税額の1/2を年金支給額から特別徴収
公的年金

（10月支給分）
公的年金

（12月支給分）
公的年金

（２月支給分）

15,000円 15,000円 10,000円
年税額の
1/4

年税額の
1/6

●特別徴収開始１年目の方
　公的年金所得にかかる年税額が60,000円の場合

特別徴収方法例

11,000円

仮特別徴収税額を特別徴収
年税額から仮特別徴収税額を
差し引いた額を特別徴収

４月 ６月 ８月 10月

10,000円

前年度の特別徴収額
10月以降は、年税額（63,000円）から
仮特別徴収税額（30,000円）を差し
引いた額（33,000円）を３回で徴収

年金支給月

年税額

算出方法

10,000円 10,000円

12月 ２月

11,000円11,000円

●特別徴収開始２年目以降の方
　公的年金所得にかかる年税額が63,000円の場合

10,000円 10,000円
年税額の
1/4

年税額の
1/6

年税額の
1/6

　

平
成
25
年
４
月
１
日
現
在
、

65
歳
以
上
の
方
で
、
年
金
の
所

得
に
対
し
て
市
民
税
・
県
民
税

が
課
税
さ
れ
る
場
合
、
年
金
か

ら
の
特
別
徴
収
制
度（
年
金
支
給

額
か
ら
市
民
税
・
県
民
税
を
天

引
き
し
て
納
付
す
る
制
度
）に
よ

り
、
市
民
税
・
県
民
税
を
納
付

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

こ
の
制
度
は
地
方
税
法
第
３

２
１
条
７
の
２
の
規
定
に
基
づ

い
て
実
施
さ
れ
て
お
り
、
個
人

の
選
択
に
よ
る
徴
収
方
法
の
変

更
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
こ
の
制
度
は
あ
く
ま

で
も
徴
収
方
法
を
変
更
す
る
も

の
で
あ
り
、
市
民
税
・
県
民
税

の
計
算
方
法
が
変
更
に
な
っ
た

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
特
別
徴
収
の
対
象
者

 

・
前
年
中
に
公
的
年
金
の
支
払

い
を
受
け
、
か
つ
４
月
１
日

に
公
的
年
金
な
ど
の
支
払
い

を
受
け
て
い
る
方

 

・
４
月
１
日
現
在
、
65
歳
以
上

の
方

 

・
遺
族
年
金
、障
害
者
年
金
以
外

の
老
齢
基
礎
年
金
な
ど
の
支

給
年
額
が
18
万
円
以
上
の
方

 

・
市
の
行
う
介
護
保
険
の
保
険

料
が
年
金
か
ら
特
別
徴
収（
天

引
き
）さ
れ
て
い
る
方

●
特
別
徴
収
の
対
象
年
金

老
齢
ま
た
は
退
職
を
支
給
事

由
と
す
る
公
的
年
金

●
特
別
徴
収
さ
れ
る
税
額

公
的
年
金
所
得
に
か
か
る
所

得
割
額
と
均
等
割
額

※

給
与
所
得
や
農
業
所
得
な
ど

の
公
的
年
金
以
外
の
所
得
が

あ
る
場
合
は
、
そ
の
分
に
か

か
る
税
額
は
除
か
れ
ま
す
。

●
税
額
な
ど
の
通
知

年
金
か
ら
特
別
徴
収
さ
れ
る

金
額
は
、
送
付
さ
れ
る「
平
成

25
年
度
市
民
税
・
県
民
税
税

額
決
定
・
納
税
通
知
書
」を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

●
特
別
徴
収
の
方
法

○
特
別
徴
収
開
始
１
年
目
の
方

（
昭
和
22
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

23
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
）

年
金
の
前
半
と
後
半
で
徴
収

方
法
が
異
な
り
ま
す
。　

  【
前
半
】年
金
に
か
か
る
年
税
額

の
半
分
の
金
額
を
２
回
に
分

け
、
６
月
、
８
月
に
普
通
徴

収（
市
役
所
ま
た
は
金
融
機
関

な
ど
で
納
付
書
に
よ
り
納
め

る
方
法
）に
よ
り
納
付
。

  【
後
半
】残
っ
た
年
税
額
を
３
回

に
分
け
、
10
月
、
12
月
、
２

月
に
支
給
さ
れ
る
公
的
年
金

か
ら
特
別
徴
収
。

○
特
別
徴
収
２
年
目
以
降
の
方

（
昭
和
22
年
４
月
１
日
以
前
生

ま
れ
の
方
）

年
６
回
の
公
的
年
金
等
支
給

時
に
特
別
徴
収
と
な
り
ま
す

が
、前
半
の
３
回
は
仮
特
別
徴

収
税
額
の
徴
収
と
な
り
ま
す
。

  【
前
半
】平
成
24
年
10
月
か
ら
翌

年
３
月
の
間
に
特
別
徴
収
で

天
引
き
さ
れ
た
額
に
相
当
す

る
額
を
３
回
に
分
け
、
４
月
、

６
月
、
８
月
に
支
給
さ
れ
る

公
的
年
金
か
ら
特
別
徴
収
。

  【
後
半
】平
成
25
年
分
年
税
額
か

ら
仮
特
別
徴
収
税
額
を
差
し

引
い
た
残
り
の
税
額
を
３
回

に
分
け
、
10
月
、
12
月
、
２

月
に
支
給
さ
れ
る
公
的
年
金

か
ら
特
別
徴
収
。

●
年
金
特
別
徴
収
の
停
止

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

場
合
、
年
金
か
ら
の
特
別
徴

収
は
停
止
と
な
り
ま
す
。

 
・
特
別
徴
収
対
象
年
金
の
給
付

を
受
け
な
く
な
っ
た
場
合　

 

・
対
象
者
が
転
出
、
死
亡
し
た

場
合

 

・
市
の
行
う
介
護
保
険
の
特
別

徴
収
被
保
険
者
で
な
く
な
っ

た
場
合

 

・
年
度
途
中
で
公
的
年
金
な
ど

に
か
か
る
所
得
か
ら
算
出
さ

れ
る
市
民
税
・
県
民
税
額
が

変
更
と
な
っ
た
場
合

※

年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
が
停

止
さ
れ
、
市
民
税
・
県
民
税

の
未
納
額
が
生
じ
た
場
合
は

普
通
徴
収
に
切
り
替
わ
り
、

市
か
ら
納
付
書
が
送
付
さ
れ

ま
す
。
お
手
元
に
届
き
ま
し

た
納
付
書
で
納
付
を
お
願
い

し
ま
す
。

※

不
明
な
点
は
左
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

税
務
課　
　
　

１
階

　
　
　
（
２
３
）８
７
２
５



2013.６ 28

●日　時　８月16日（金）午後７時15分～
　　　　※雨天の場合、翌17日（土）
●場　所　佐久山箒川岩井橋下河川敷
●募集内容　結婚祝、誕生祝、新築祝、還暦祝など
　　　　　　のメッセージ
〈アナウンス例〉「○○様○○祝、提供で打ち上げます。」
●参加費　１口１万円
●申込締切　６月30日（日）
　　　　佐久山納涼花火大会実行委員長　向井   秀一
　　　　　　　　　　　　　（２８）００１５

　もったいない運動や食の問題について、皆さんも
一緒に考えましょう。
●日　時
　６月22日（土）午前10時～午後２時（雨天決行）
●場　所　大田原体育館
●内　容
 ・手作り体験コーナー（古傘利用マイバッグ作り ・
　アクリルタワシ作り・小枝の鉛筆作り）
 ・手作りエコバッグコンテスト
審査：当日午後１時から（規格は自由。当日午前
10時～ 10時30分までに会場で受付。上位３位には
賞品があります。）
 ・米粉の普及（試食、販売）
●出店募集（先着順）
 ・内容　リサイクル家庭用品（40店）、農産物（５店）、
　　　　省エネ製品ＰＲ（５店）
 ・受付日時　６月８日（土）　午前９時～午後４時
 ・受付場所　大田原市ボランティアセンター（ユー
　　　　　　アイ館）内　　（２４）３７７８
 ・出店料　１区画（2.5ｍ×２ｍ）500円
●主　催　大田原市くらしの会
　　大田原市くらしの会会長　菊池
　　　　　　　　　　（２２）６１９４
　　市生活環境課　　（２３）８８３２

第７回　　費者まつり消

　市内の皐月愛好者が丹精込めた作品を一堂に集め
た皐月展を開催します。
●日　時　６月６日（木）～９日（日）
６日：午後１時30分～５時、７・８日：午前９時
～午後５時、９日：午前９時～午後４時
●場　所　那須与一伝承館　多目的ホール
●内　容　競技花の部、銘花の部、銘木の部など
●主　催　大田原皐月会
　　大田原皐月会  会長  加藤 恵三
　　　　　　　　　　　　　（２３）１４０９

第35回　　月（さつき）展皐

　　久山納涼花火大会

　本市の夏の風物詩「佐久山納涼
花火大会」は、市民の皆さまの多
大なるご協力のもと、今年で53回
を迎えます。
　この花火大会が、本市のまつり
の一つとしてさらに大きな大会に
なることを願い、「市民花火」の参
加者を募集します。市民花火にご
参加いただくと、大会当日、お名
前とお祝いメッセージをアナウン
スで発表します。

佐
　　民花火参加者募集市

●日　時　６月22日（土）～ 23日（日）午前９時～
●内　容　22日　苗木販売
　　　　　23日　果実の試食販売

　　道の駅那須与一の郷　　（２３）８６４１

道の駅那須与一の郷
　ルーベリー祭りブ

　黒羽城址公園に植栽されている約6,000株の紫陽花の開花にあわせて開催されます。期間中
は、案内所や売店などが設置され、さまざまなイベントが行われます。ぜひご来場ください。

芭蕉の里「くろばね　   陽花まつり」紫

写真コンテスト作品募集
受付期間

６月22日（土）～７月31日（水）
※募集要項は会場で配布

●期　間　６月22日（土）～７月15日（月・祝）
●場　所　黒羽城址公園および周辺地区
●内　容　各種ステージイベント、まちなか
　　　　ギャラリー企画展、紫陽花ライト
　　　　アップ  ほか
●主　催　くろばね紫陽花まつり実行委員会
●後援・協賛　大田原市、大田原市観光協会、
　　　　　　　黒羽商工会、栃木県信用保証協会

　　紫陽花まつり実行委員会（黒羽商工会内）
　　　　　　　　　　　　　（５４）０５６８
　　大田原市観光協会　　　（５４）１１１０
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　子どもから大人まで幅広く人気を博している、
スタジオジブリ作品をテーマにしたハートフル
ファミリーコンサート♪
【出演者】　歌／木村  弓･井上あずみ・本名陽子
　　　　演奏／Ｎ響団友オーケストラ　ほか
●日時　８月25日（日）
　　　　午後２時30分開場、午後３時開演
●入場料（全席指定）
　　　　一般　2,500円、中学生以下　1,500円
※３歳未満のお子さまは入場不可
●チケット販売
　プレイガイドにて６月25日（火）午前10時～
※当館でチケットをご購入する場合は、発売当日
にご来場ください。
●電話予約　６月25日（火）午後１時～
　　　（５９）０８５６
※窓口販売優先のため、完売の際はご了承ください。

　世界に広く親しまれている、アンデルセン童話
の名作「人魚姫」を題材にした、小さなお子さまに
もお楽しみいただけるミュージカル演劇♪
【出演者】　劇団東少（松下萌子・沢田亜矢子・正木
　　　　　慎也　ほか）
●日時　９月１日（日）
　　　　午後１時30分開場、午後２時開演
●入場料（全席自由）
　　　　一般　1,000円、高校生以下　500円
※宝くじの助成により特別料金となっています。
　※３歳未満のお子さまは無料（ただし、席が必要な
　場合は有料）
●チケット販売　
　プレイガイドにて７月３日（水）午前10時～
※電話予約での購入は不可

黒羽芭蕉の館
●期日　６月15日(土)
●時間　午前９時～午後５時
　　　　(入館は午後４時30分まで)
●内容　松尾芭蕉と｢奥の細道｣紀行の紹介、黒羽
　　　　藩主大関氏に関する資料を展示
　　黒羽芭蕉の館　　　(５４)４１５１

ふれあいの丘自然観察館
●期日　６月９日(日)
●時間　午前９時～午後５時(入館は午後４時まで)
●内容　ニジイロクワガタ、オオクワガタと直接ふ
　　　　れあえます。
　　ふれあいの丘自然観察館　　　(２８)３２５１

ふれあいの丘天文館
●期日　６月９日(日)

●時間　午前９時～午後９時30分
　　　　(入館は午後８時30分まで)
●内容　プラネタリウム番組観賞および星空解説、
　　　　実際の星空観望
　　　※要予約。下記まで電話で申し込み。
　　ふれあいの丘天文館　　　(２８)３２５４

県立県北体育館
●期日　６月15日(土)
●時間　午前９時～午後１時、午後１時～５時、
　　　　午後５時～９時
　　スポーツ振興課　　　(２２)８０１２

那須与一伝承館
●期日　６月15日(土)
●時間　午前９時～午後５時(入館は午後４時30分　
　　　　まで)
●内容　屋島の合戦で那須与一が扇の的を射抜く場
　　　　面を映像とからくり人形風ロボットで再現。
　　　　那須家伝来の宝物などを展示。
　　那須与一伝承館　　　(２０)０２２０

五峰の湯
●期日　６月15日(土)
●時間　午前10時～午後９時(受付は午後８時まで)
　　黒羽温泉五峰の湯　　　(５９)７０１０

大田原市屋内温水プール
●期日　６月15日(土)
●時間　午前９時30分～午後０時30分、午後１時　
　　　　30分～４時30分、午後５時30分～８時30分
　　スポーツ振興課　　　(２２)８０１２
　　屋内温水プール　　　(２４)０７７８

黒羽中学校屋内温水プール
●期日　６月15日(土)
●時間　午前９時30分～正午、午後１時～３時30分、
　　　　午後６時～８時30分
　　黒羽中学校屋内温水プール　　(５９)１０３１

民の日　市施設などを無料開放県

大田原市ピアートホール、ハートブックス（若草
本店・なすの店・黒磯店）、弓座呉服店、商美社、
キャプテンハウスおおもり、ミモリレコード（※
那須塩原市）、金子書店（※那須町）

(５９)０８５６

Day of the citizen of the prefecture

ファミリーコンサート
　オーケストラで聴くジブリ音楽

宝くじ文化公演
　劇団東少・ミュージカル「人魚姫」

プレイガイド
ピアートホール情報
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　この作品は湯けむりふれあいの丘の北側駐車
場の入口から真直ぐ南に向かって100ｍほど進
んだところにあります。
　作品は白御影石のイス１つと黒御影石のイス
１つが一対となったもので、互いに向かい合っ
て設置されています。
　それぞれのイスはサイコロ状の石から一回り
小さいサイコロ状の石を取り除いたような形

で、残され
た部分が背
もたれと肘
置きの役割
を担いまし
た。側面は
外側も内側

もしっかりと磨き上げて
ありますが、上面のみ
は、切り出したままの自
然な石の凹凸が残ってい
ます。
　題名から察するに、こ
の作品は２人、あるいはそれ以上の数人が互い
に語らう議論や交流の場になる事を望まれたの
でしょう。
　作者は韓国出身のキム・ジョンミ氏。梨花女
子大学を卒業後、イタリア在住韓国人芸術家展
に出展。イタリア、スイスなどで個展を開催
し、1997年にはイタリアのカラーラ国立芸術大

学大学院を卒業。2003
年に韓国・スペイン彫
刻シンポジウム2003に
参加後、本シンポジウ
ムに参加しました。

彫  刻
周  遊

このコーナーは、「那須野が原
国際彫刻シンポジウム」で公
開制作、設置された作品とそ
の作者を連載で紹介します。

市内で作られた作品とその作者

56

Kim　Jung-Mi　韓国    2005年

Place of Speculation（思いが巡る場所）
キム　　　ジョンミ

キム　ジョンミ  氏

　　文化振興課　　　（９８）３７６８

　

今
回
は
、
齋
藤
フ
サ
氏（
黒
羽
田
町
）

よ
り
一
昨
年
度
、
当
館
に
寄
贈
い
た
だ

い
た
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

 　

江
戸
時
代
後
期
に
活
躍
し
た
黒
羽
藩

の
絵
師
、
小
泉
斐（
当
時
43
歳
）が
文
化

９
年（
１
８
１
２
）に
描
い
た「
弁
財
天
三

星
図
」で
す
。
紙
本
墨
画
で
、
掛
軸
に
仕

立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
紙
の
寸
法
が

縦
１
６
９
・
５
㎝
、
横
93
・
２
㎝
と
い

う
大
幅
で
す
。

　

童
子
を
抱
き
か
か
え
る
弁
財
天（
学

問
・
技
芸
の
神
で
福
財
を
授
け
る
）や
、

亀
を
手
に
す
る
寿
星（
寿
老
人
）、
蝙
蝠

を
持
つ
福
星
、
お
よ
び
禄
星
が
描
か
れ

て
い
ま
す
。
多
子
・
長
寿
・
幸
福
・
俸

禄
と
い
う
吉
祥
イ
メ
ー
ジ
の
絵
で
す
。

　

小
泉
斐（
１
７
７
０
〜
１
８
５
４
）は
、

黒
羽
藩
領
芳
賀
郡
益
子
村（
現
益
子
町
）

の
鹿
島
神
社
神
官
木
村
家
出
身
で
、
幼

い
頃
か
ら
絵
を
好
み
、
島
崎
雲
圃
に
師

事
し
て
い
ま
す
。
幼
名
を
勝
、
後
に
光

定
、
字
を
桑
圃
・
子
章
と
い
い
、
檀

山
・
檀
山
人
・
青
鸞
・
檀
森
斎
・
非
文

道
人
な
ど
と
号
し
ま
し
た
。
後
に
那
須

郡
桜
田
村（
現
大
田
原
市
中
野
内
）の
温

泉
神
社
小
泉
家
の
養
子
と
な
り
、
神

官
・
画
家
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。

　

小
泉
斐
と
い
え
ば
鮎
の
絵
が
有
名
で

す
が
、
実
に
多
く
の
画
人
・
文
人
ら
と

交
流
し
、
個
性
豊
か
な
画
風
を
確
立
し

て
お
り
、
そ
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
か
な

作
品
群
は
、
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

50
歳
よ
り
黒
羽
城
北
端
の
鎮
国
社
の
神

官
と
な
っ
て
、
黒
羽
藩
主
大
関
氏
に
仕

え
な
が
ら
、
画
事
を
追
求
し
、
多
く
の

門
人
を
育
て
上
げ
ま
し
た
。

　

今
回
紹
介
し
た
作
品
は
、現
在
、当
館

大
関
記
念
室
に
お
い
て
、同
じ
く
小
泉
斐

筆
の「
黒
羽
城
鳥
瞰
図
」「
黒
羽
周
辺
景
観

図
」と
と
も
に
展
示
し
て
い
ま
す
。７
月

31
日（
水
）ま
で
展
示
予
定
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　

黒
羽
芭
蕉
の
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「弁財天三星図」
（小泉  斐  筆）

ざ
ん

ど
う  

じ
ん

設置場所案内図（★印）

駐車場

湯けむり
ふれあいの丘

★

大田原市役所
湯津上庁舎
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　大田原市ふれあいの丘天文館は平成20年４月に
開館し、今年で５周年を迎えました。
　そこで、開館５周年を記念して、テレビや雑誌
などでもご活躍されている国立天文台副台長の渡
部潤一先生をお迎えし、今年話題の彗星について
お話していただきます。

【講師紹介】　渡部潤一
　1960年、福島県生まれ。
東京大学大学院、東京大
学東京天文台を経て、現
在、自然科学研究機構国
立天文台副台長、教授、
総合研究大学院大学教
授。理学博士。太陽系小
天体の研究の傍ら、講
演、執筆、メディア出演
など幅広く活躍。国際天
文学連合では、惑星定義

委員として準惑星という新しいカテゴリーを誕生
させ、冥王星をその座に据えた。著書に「新しい太
陽系」（新潮新書）など多数。
●日　時　７月21日（日）　午後２時30分～４時
　　　　　（開場：午後２時　開演：午後２時30分）
●内　容　宇宙の放浪者：彗星とは？
　　　　　　　　　　～大彗星の出現なるか？～
　パンスターズ彗星は肉眼彗星にはなったものの、
　春霞に隠され見えた人は少なかった。アイソン
　彗星は、太陽に接近し肉眼でも見られる大彗星
　になると期待されています。宇宙の放浪者であ
　る彗星について、その正体を解説するとともに、
　年末のアイソン彗星の観察の仕方などを紹介し
　ます。
●場　所　ふれあいの丘シャトーエスポワール
　　　　　１階 多目的ホール
●定　員　先着100名
●参加費　無料
●申込方法　６月11日（火）から開館日の午前９時
　　　　　　～午後９時に電話で申し込み
※休館日・毎週月曜日（月曜日が祝日の場合、翌日）
　　　　・祝日の翌日
　　　　・年末年始（12月30日～翌年１月３日）

　昨年１月に亡くなられた
日光市の昆虫愛好家船山幸
広さんの妻、船山則子さん
が本市に寄贈してくださっ
た昆虫標本を展示します。
　会社員だった船山さんは、40歳ころから趣味で昆
虫採集を始め、病気で亡くなるまで野山を歩き回り、
県内の甲虫を中心に採集されました。
　寄贈された標本箱（150箱、約２万8,000匹）には、県
内のほとんどのカミキリムシやオサムシのなかまの
ほか、御蔵島（伊豆七島）の「ミクラミヤマクワガタ」
など貴重な昆虫も含まれています。さらには、体長数

ミリの甲虫をていねいに処理
し、１箱に582匹も整然と並べ
られた標本箱もあります。船
山さんの「昆虫への熱い思い」
が伝わるコレクションです。
多くの市民の皆さんのご来館
をお待ちしています。

■ミクラミヤマクワガタ
　体長が３ｃｍ前後の小さ
なクワガタで、幼虫時代は腐
葉土などの中で１～２年過
ごします。成虫の期間は約１
カ月と短く、ほとんど飛ばず
に地上を歩いて移動します。
　現在、採取が禁止されている世界中で御蔵島と神
津島にしか生息していない大変貴重なクワガタです。
　
○マンモスの歯
　好評だった「化石展」で展示
できなかった当館所蔵の化石
を追加展示していますが、そ
の中から「マンモスの歯」を紹
介します。
　写真からもわかるように歯
の上面が洗濯板のような凹凸があり、これはマン
モスを含めたゾウ類の歯の特徴です。約400万年
～１万年前ころまで生息していました。
　このほか、大変珍しい化石も展示していますの
で、実物をぜひご覧ください。

ふれあいの丘自然観察館  　（２８）３２５１

検 索詳しくは ふれあいの丘自然観察館

　ふれあいの丘天文館  　（２８）３２５４

検 索詳しくは ふれあいの丘天文館

船山さんご家族と市長

★開館５周年記念事業★
記念講演会『宇宙の放浪者  彗星とは？
～大彗星の出現なるか？～』参加者募集

寄贈された標本

ミクラミヤマクワガタ

マンモスの歯

『船山コレクション展』
６月１日（土）～７月７日（日）
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　　　（２４）０８８０
大田原市本町1-2703-6

検 索Nasu-hh

クラシック・サマーシリーズ⑧
那須フィルハーモニー管弦楽団
名曲コンサート

　　～公演チケット発売情報～
友の会優先予約　６月６日 （木）午前９時～
チケット発売日　６月８日 （土）午前９時～
一般電話予約　　６月10日（月）午前９時～

次の催物の参加者を募集します。詳しくはホールま
でお問い合わせください。
■受付期間6月15日（土）～ 30日（日）

●クラシック・サマーシリーズ⑦
　第20回マラソン･コンサート
■期　日　8月23日（金）、24日（土）
■会　場　小ホール
■資　格　きちんとした演奏のできる小学4年生以 
　　　　　上の方、グループでの合奏は５人まで
■曲　目　１人１曲　ただし、ソナタや組曲などは
　　　　　１つの楽章（曲）
■楽　器　ピアノはスタインウェイ１台を使用
　　　　　電気の使用や準備などに時間のかかる楽
　　　　　器は不可
■費　用　出演者１人につき200円
※出演者数によって開演時間が変わります。
●クラシック・サマーシリーズ⑨
　ハーモニーホールフェスティバル①合唱フェスティバル
■日　時　９月14日（土）①午後１時  ②午後３時30分
■会　場　小ホール
■資　格　大田原市、那須塩原市で活動する合唱団
■費　用　１団体3,000円

出演者・グループ大募集！

～チケット好評発売中～

■日　時　　７月20日（土）　午後６時開演
■会　場　　 小ホール
■チケット　全席指定
　一般　4,000円、学生　2,000円（大学生以下）　
■出　演　　小松亮太、
　レオナルド・ブラーボ（ギター）、田中伸司（コン
　トラバス）、Chizuko&Ezequiel
　

小松亮太スペシャルトリオ　
～バンドネオン№１奏者が贈るタンゴな夕べ～

トリオ・ラ・プラージュwith フレンズ
ファミリーコンサートシリーズ

■日　時　　８月18日（日）
　　　　　　第１部公開クリニック　午後２時
　　　　　　第２部コンサート　　　午後３時
■会　場　　 小ホール
■チケット　全席指定　※飲み物券付
　　　　　　一般　1,300円、小・中学生　500円
※友の会会員100席無料招待（要予約）
■出　演　ブラス・ファンタジスタ
　牛腸和彦（トランペット）、尾崎浩之（トランペット）
　渡辺善行（トロンボーン）、小林祐治（ホルン）
　本間雅智（テューバ）
■共　演　大田原中学校吹奏楽部（共演）　

クラシックサマーシリーズ⑥
ブラス・ファンタジスタ金管アンサンブル

夏休み！いろいろなリード楽器が大集合！「野菜」の
クラリネットも登場！どんな音が出るのかな？
●クラシック・サマーシリーズ④
　０才からのファミリーコンサートVol.16
■日　時　　７月28日（日）　午前10時45分開演
■会　場　　 小ホール
■チケット　全席自由
　大人　1,300円、小～高校生　500円、
　０歳～小学生未満　無料（要入場券）
●クラシック・サマーシリーズ⑤
　ファンタスティックコンサート
■日　時　　７月28日（日）　午後３時開演
■会　場　　 小ホール
■チケット　全席自由
　大人　1,300円、中～高校生　500円、
　３歳～小学生　無料（要入場券）
※３歳未満の入場はご遠慮ください
※母子手帳持参の妊婦さんは入場無料です
■出　演　渚智佳（ピアノ）、田口美里（ヴァイオリ
ン）、羽川真介（チェロ）、松村裕子（コントラバ
ス）、牛腸和彦（トランペット）
■ゲスト　十亀正司（クラリネットほか）

■日　時　９月８日（日）
　　　　　①午後１時30分開演　②午後５時開演
■会　場　小ホール
■チケット　全席自由
　一般　500円、小・中学生　無料（要入場券）
　※入場は就学児以上
■出演　指揮：大井剛史　テノール：小原啓楼
　　　　演奏：那須フィルハーモニー管弦楽団
■演奏予定曲目
　グリンカ：歌劇「ルスランとリュドミラ」、
　バッハ：G線上のアリア、ドビュッシー：月の光、
　カプア：オー・ソレ・ミオ、グリーグ：ペール・ギュント、
　プッチーニ：歌劇「トゥーランドット」より
　　　　　　　　　「誰も寝てはならぬ」、 
　バーンスタイン：ウエスト・サイド・ストーリー　ほか
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大野放牧場入牧

ふれあいこどもまつり

　牛の育成を促進するため、大野放牧場に入牧が
予定されている牛92頭のうち、50頭が入牧され、
牛たちは広大な牧草地を気持ち良さそうに駆け回
りました。
　収牧が予定されている11月初旬までに、体重を
およそ150キログラム増やします。

　毎年恒例の天狗王国春まつり「マスつかみどり
大会」が湯けむりふれあいの丘で開催されました。
　当日はあいにくの雨でしたが、多くの子供たち
が参加し、親子そろってびしょぬれになりながら
楽しそうにマスを追いかけ、悪戦苦闘していまし
た。

　５月５日（こどもの日）に、ふれあいの丘でふれ
あいこどもまつりが開催されました。スナックゴ
ルフやマスのつかみどりなど、子どもたちが参加
して楽しめるイベントがたくさん開催されまし
た。さわやかな青空の下、ふれあいの丘はたくさ
んの家族の笑顔であふれました。

　日本さくらの会から桜の寄贈をいただき、大野
放牧場に植樹したことを記念して、植樹記念式典
が開催されました。
　関係者やゆづかみ保育園園児による植樹をはじ
め、園児による元気いっぱいの大田原市歌斉唱も
行われました。
　子どもたちと共に桜が健やかに成長し、大野放
牧場が桜の名所として多くの人たちの憩いの場と
して永年親しまれていくことでしょう。

マスつかみ取り

湯津上庁舎周辺花公園植樹記念式典

湯津上　大野放牧場

湯津上　大野放牧場

福原　ふれあいの丘

湯津上　湯けむりふれあいの丘
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『広報おおたわら』に掲載された写真をご希望の方は情報政策課　　(23)8700までご連絡ください。
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①大手（右）、荒町（左）／②下町（右）、仲町（左）／③大
久保／④元町（左）、上町（中）／⑤栄町／⑥寺町 ①
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